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序

　筑紫平野の中心に位置する久留米市は、九州最大の河川である筑後川と耳納連山の山並みに代表

される、水と緑が豊かな都市です。久留米市では「水と緑の人間都市」を基本理念に「誇りがもて

る美しい都市　久留米」、「市民一人ひとりがかがやく都市　久留米」「活力あふれる中核都市　久

留米」を目指す都市の姿として掲げ、都市づくりを総合的に進めています。また、市民が久留米市

に誇りと愛着をもつことができるように、郷土の歴史を未来へつなぎ、地域の史跡や伝統行事など

の魅力的で豊かな資源を大切に受け継ぎ、まちづくりの文化に根付いた歴史都市を目指しています。

　令和３年度には『筑後川と生きる「歴史のまち　久留米」～地域とともに、歴史遺産を見つけ守

り、活かし伝える～』を基本理念とした「久留米市文化財保存活用地域計画」を策定しました。こ

の計画を基に、地域にとって大切で、これからも残していきたいと思うモノ、コト「歴史遺産」を

地域とともに見つけ守り、活かし伝えることで、地域の魅力を引き出し、地域の誇りや郷土への愛

着を育くんでいくことを目指しています。

　郷土の歴史を未来へつなぐ上で最も基本となることは文化財情報の記録や保存です。私ども教育

委員会では、市内各所の開発によって失われる、先人の残した貴重な文化財を後世に伝えて行くた

めに、現状保存、あるいは発掘調査による記録保存の措置を講じています。

　本書で報告するのは、令和３年度から令和５年度に国および県の補助を受けて発掘調査を実施し

た遺跡です。

本書が、地域史の研究や学習の一資料として、また文化財保護行政に対する理解と地域への誇り・

愛着の一助として多少なりとも役立つことができれば幸いに存じます。

　末文となりましたが、発掘調査に際して多大なご協力とご理解をいただきました土地所有者の

方々をはじめ関係各位に対しまして、厚くお礼申し上げます。

令和６年３月 31 日

久留米市教育委員会

教育長　井上　謙介



　　

１ 本書は、令和３年度から令和５年度に久留米市市民文化部文化財保護課が国 ・県 の を

けて実施した、久留米市内遺跡群の発掘調査報告書である。

２ 発掘調査は久留米市教育委員会が主体となり、市民文化部文化財保護課の小澤太郎と廣木誠、

西拓巳、小川原励、長谷川桃子、河野美帆が 当した。

３ 本書に した、 遺跡の調査番号と遺跡 記号は第１表に した。遺跡 記号については

（ 記号）－（調査次数）の で記 した。

４ 本書に した遺構実測 の測 は、調査 当 と会 年度 用 員の 木 子、大 文子、

、 武三 、 上 、中 、平田広 、 木 子、 朝 、山 誠 、山田

代が行った。遺構 置 はト タルス で三次元 タを取 し、株式会社 製

遺構実測 ト「遺構くん 」にて編集・保存した。土層 、個 遺構 は ッ

（1 10）で調査 当 が作成した。

５ 遺構実測 は、国土調査 第 標系を用いて、世 測地系を元に作成した。遺構実測 の方

位は、 て 標北を す。なお久留米城本丸跡第１次調査のみ、平成 28 年の 本地 に う

ラ タ を行った。

６ 埋土と出土遺物の色調は、 新  標 土色 （日本 株式会社）に った。

７ 遺構実測 の 書は、調査 当 と会 年度 用 員の山元 子、 川 美、 井 が行い、

「遺構くん 」と米国 製の製 ト「A  」を用いた。

８ 遺構 は、 タル ラ（ ノ ６Ｄ . 、 AX　 - １ ）

を用いて 当 が し、 中 は、有限会社 中 に委 し した。 は

にあたり、米国 製の 編集 ト「A  」で編集した。

９ 本書に 用した遺構の 記号は 記のとおりである。

　　　Ｓ 柵列　　　Ｓ 掘立柱建物　　　ＳＤ 溝　　　　　Ｓ 井戸

　Ｓ 土坑　　　Ｓ ピット　　　　　Ｓ 墓　　　　　Ｓ その他の遺構　　　　

10 遺物実測は、調査 当 と会 年度 用 員の今 恵、 子、 、山元が行った。

11 遺物実測 の は、 記のとおりである。

　　・ 面の りは須恵器、 色は瓦器、 線は鉄製品を する。

　　・調整の線は、 線「　　　　　　」が明 な 線を、破線「   」が不明 な

　　線と を、一点 線「  -  - 」が回転 を す。

12 遺物 察表は、調査 当 が作成した。その は、 記のとおりである。

　　・ の 位は である。（ ）は 存 と 元 を、－ は または 当する部位が無いこ

とを す。



　　・胎土は 0.5mm 未満の砂粒を「微砂粒」、１㎜未満を「細砂粒」、１㎜以上を「砂粒」とした。

　　・貿易陶磁器の分類は大宰府分類に準拠し、以下の文献に拠った。

　　太宰府市教育委員会 2000『大宰府条坊跡　―陶器分類編―』太宰府市の文化財第 49 集

　　山本信夫 2022「第７章　貿易陶磁器」日本中世土器研究会編『新版　概説中世の土器・

　　陶磁器』真陽社

　　・登録番号は、久留米市市民文化部文化財保護課が定める、出土遺物の登録番号である。

（例）２０２１１１－０００００１

　　 調査番号　　　登録番号

13．遺物実測図の浄書は、調査担当者と会計年度任用職員の山元、湯川、横井が「Adobe 

Illustrator」で行った。

14．遺物写真は、久留米市埋蔵文化財センターにおいて調査担当者がリコー PENTAX　K-1 Ⅱデジタ

ルカメラを用いて撮影した。写真は掲載にあたり、「Adobe Photoshop」で編集した。

15．本書に収録した遺物及び図面、写真などの調査に関連する記録類は、全て久留米市埋蔵文化財

センターにおいて収蔵・保管され、活用される予定である。

16．本書の執筆は各担当者が行い、文責は本文目次及び文末に記した。全体の編集は、小川原が担

当した。
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Ⅰ．はじめに

１ 令和３ ５年度 調査

久留米市では、平成５年度より発掘調査等国庫補助事業によって発掘調査を実施した遺跡につい

て、『久留米市内遺跡群』として成果を取りまとめ、報告書を毎年刊行している。

　令和５年度の市内遺跡発掘調査等国庫補助事業による調査は、令和３年度から継続中の益生田古

墳群第５次調査を含めて、令和６年１月 31 日現在９件である。

本書には、令和３年度に実施した久留米城本丸跡第１次調査、令和４年度に実施した高倉遺跡第

２次調査、庄屋野遺跡第 10 ～ 14 次調査、および令和５年度に実施した庄屋野遺跡第 15・16 次調査、

筑後国府跡第 313 次調査、西郷遺跡第２次調査の本報告を掲載した。併せて、令和５年度に実施し

た筑後国府跡第 314 次調査や東櫛原今寺遺跡第 10 次調査、高三潴遺跡第 14 次調査、筑後国分寺跡

第 46 次調査の概要報告を収録した。報告書作成に係わる整理作業は、久留米市埋蔵文化財センター

と西町文化財整理事務所において実施した。

なお、益生田古墳群第５次調査の報告は、『田主丸古墳群Ⅲ - 益生田古墳群Ａ群の調査 -』（久留

米市文化財調査報告書第 449 集、令和６年）として刊行している。

調査
年度

調査番号 遺跡名
調査
次数

調査期間
調査面積
（㎡）

担当者 調査原因 遺跡略記号 備考

Ｒ３ 202111 久留米城本丸跡 １ 20210709 ～ 20210826 151
小澤　太郎
西　拓巳

各種開発
確認調査

LHM-001 本報告

Ｒ４ 202205 高倉遺跡 ２ 20220705 ～ 20220729 95 小川原　励
個人住宅
本調査

TKK-002 本報告

Ｒ４ 202207 庄屋野遺跡 10 20220908 ～ 20220922 59 長谷川　桃子
個人住宅
本調査

SYN-010 本報告

Ｒ４ 202208 庄屋野遺跡 11 20220908 ～ 20220922 95 長谷川　桃子
個人住宅
本調査

SYN-011 本報告

Ｒ４ 202210 庄屋野遺跡 12 20221108 ～ 20221128 89 長谷川　桃子
個人住宅
本調査

SYN-012 本報告

Ｒ４ 202211 庄屋野遺跡 13 20221108 ～ 20221128 89 長谷川　桃子
個人住宅
本調査

SYN-013 本報告

Ｒ４ 202212 庄屋野遺跡 14 20221108 ～ 20221128 ９ 長谷川　桃子
個人住宅
本調査

SYN-014 本報告

Ｒ５ 202302 庄屋野遺跡 15 20230418 ～ 20230502 85.3 廣木　誠
個人住宅
本調査

SYN-015 本報告

Ｒ５ 202304 筑後国府跡 313 20230510 ～ 20230511 15 廣木　誠
各種開発
確認調査

TKH-313 本報告

Ｒ５ 202305 西郷遺跡 ２ 20230516 ～ 20230517 3.7 廣木　誠
各種開発
確認調査

SAI-002 本報告

Ｒ５ 202307 筑後国府跡 314 20230613 ～ 20230719 89
廣木　誠
河野　美帆

各種開発
確認調査

TKH-314 概要報告

Ｒ５ 202308 東櫛原今寺遺跡 10 20230718 ～ 20230818 73 小川原　励
各種開発
確認調査

KIM-10 概要報告

Ｒ５ 202310 庄屋野遺跡 16 20230823 ～ 20230908 84 小川原　励
個人住宅
本調査

SYN-16 本報告

Ｒ５ 202312 高三潴遺跡 14 20231016 ～ 20231117 71.5
小川原　励
河野　美帆

個人住宅
本調査

TMZ-14 概要報告

Ｒ５ 202314 筑後国分寺跡 46 20231129 ～ 20231129 15
小川原　励
河野　美帆

各種開発
確認調査

TKB-46 概要報告

第１ 『令和５年度 久留米市内遺跡群』掲載遺跡一覧表
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２．調査の体制

令和５年度の発掘調査等国庫補助事業に係わる調査の体制は、以下のとおりである。

　調査主体：久留米市教育委員会　　　　　　　　　　　教 育 長　　井上　謙介

　調査総括：久留米市市民文化部　　　　　　　　　　　部　　長　　竹村　政高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次　　長　　古賀　裕二

　　　　　　　　　　　　　　　文化財保護課　　　　　課　　長　　井上　英俊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課長補佐　　甲斐田　邦彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課長補佐兼課主査　　白木　守、丸林　禎彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　　査　　小澤　太郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務主査　　江島　伸彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事前確認担当　　本田　岳秋

　　　　　　　　　　　 　　　 発掘調査・整理・報告書作成担当　　江島　伸彦、廣木　誠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西　拓巳、小川原　励

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長谷川　桃子、河野　美帆

　　　　　　　　　　　　　　　　　会計年度任用職員（整理担当）　 今村　理恵、江藤　玲子

会計年度任用職員（発掘作業）

　　青木　佐智子、案納　哲夫、池尻　忠行、池田　隆司、石井　利男、石橋　康子、井上　知義

　　井上　吉清、江藤　光男、大淵　文子、大熊　澄子、大塚　ヒロ子、鐘江　　清、

　　久保田　英嗣、國武　三歳、坂田　康史、佐田　農夫男、進上　裕永、飛野　博文、原　博文

　　平川　真帆、福田　孝利、堀江　俊文、山口　誠也、山田　治代、横山　満浩

会計年度任用職員（整理作業）

　江口　里織、山元　博子、湯川　琴美、横井　理絵



個人住宅建設に伴う発掘調査

高 倉 遺 跡（第 ２ 次調査）

庄 屋 野 遺 跡（第 10 次調査）

庄 屋 野 遺 跡（第 11 次調査）

庄 屋 野 遺 跡（第 12 次調査）

庄 屋 野 遺 跡（第 13 次調査）

庄 屋 野 遺 跡（第 14 次調査）

庄 屋 野 遺 跡（第 15 次調査）

庄 屋 野 遺 跡（第 16 次調査）

　　　　　　　　　高 三 潴 遺 跡（第 14 次調査、概要報告）
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Ⅱ．高倉遺跡（第２次調査）

１．調査に至る経緯

　本調査は、令和４年６月２日、土地所有者より久留米市大善寺町夜明 1117-7 における「埋蔵文

化財包蔵の有無」の照会が提出されたことに端を発する。対象地は周知の埋蔵文化財包蔵地である

高倉遺跡の範囲内に含まれるため、同月 17 日に試掘調査を実施した。調査の結果、地表下 15 ㎝で

複数のピットが確認された。開発予定建物の基礎構造上、遺跡の現状保存が不可能であったこと

から、同日、土地所有者に対して発掘調査が必要な旨を回答した。同月 22 日、土地所有者より発

掘調査の依頼が提出されたため、同年７月５日から７月 29 日にかけて現地調査を実施し、その後、

整理作業を実施した。対象面積 456 ㎡のうち、調査面積は 95 ㎡である。

２．位置と環境

　九州最大の穀倉地帯である筑紫平野を貫く筑後川は、久留米市街北西部に位置する久留米城付近

から大きく流路を南西へと転じ、大きな蛇行を繰り返しながら有明海へと注ぐ。有明海の干満の差

は約６ｍと日本最大である。潮汐により川の水位や流れが変動する感潮域は現在、河口から筑後大

堰までの 23 ㎞であるが、大堰が建設される以前はより上流まで広がっていた。高倉遺跡は、久留

米市南部を南東から北西へ流れる広川の左岸に位置し、耳納山地から西方に延びる低位台地の西端

に立地する。広川は調査地より 3.2 ㎞南西で筑後川に合流する。高倉遺跡が立地する低位台地の南

側や西側には水田が広がる。

　調査地周辺は旧筑後川左岸に位置し、広川が筑後川に合流する地点に近いことから水上交通に適

していたことが想定される。そのため、多くの遺跡が確認されており、周辺での発掘調査は、広川

の対岸における圃場整備に伴う大善寺北部地区遺跡群や、低地を挟んだ南側の低台地に位置する高

三潴遺跡で多く実施されている。以下周辺の遺跡について述べる。

　旧石器時代の遺構は確認されてないが、御供田遺跡から安山岩製のナイフ形石器が出土している。

　縄文時代の遺構も確認されてないが、高三潴遺跡や早津崎五反田遺跡で縄文時代前期の曽畑式土

器が出土している。

　弥生時代は多くの遺跡で遺構が確認されている。特に墳墓が多くの遺跡で検出されており、汐入

遺跡では、土壙墓や木棺墓、甕棺墓が、高倉遺跡や隈裏遺跡、中寺遺跡、畑中遺跡、道蔵遺跡では

甕棺墓、東裏遺跡では石棺墓、高三潴遺跡や早津崎五反田遺跡では、土壙墓、木棺墓、石蓋土壙墓、

甕棺墓等が確認されている。大善寺遺跡からは弥生時代中期の遺物が出土しているが明確な遺構は

確認されていない。道蔵遺跡では、前期末～中期初頭の竪穴建物跡や、後期から終末期の二重環濠
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や竪穴建物、井戸、土坑を検出し、韓式土器（軟質土器）や銅鏃、青銅製鉇も出土している。高三

潴遺跡は、近世以前から遺跡の存在が知られており、弥生時代前期末～中期の竪穴建物や溝、後期

から終末期の溝や掘立柱建物が確認され、溝からは小銅鐸が出土している。墓域も確認され、後期

の甕棺墓や木棺墓からは小玉や連玉が出土している。発掘調査が行われる以前には、銅剣が複数出

土している。ベキ遺跡では後期の建物跡が検出されている。

　古墳時代には大善寺北部地区で「イロハ塚」と呼称されるように数多くの古墳が築かれる。剣塚

古墳は消滅しているが、円墳で、勾玉や刀、鏃が出土したと伝えられる。御塚古墳は三重の周濠を

巡らす全長 78 ｍの帆立貝型前方後円墳である。埋葬施設は未調査のため不明ではあるが、埴輪・

土師器・須恵器・新羅土器等が出土しており、５世紀後半の築造と考えられている。権現塚古墳は

御塚古墳の北東側に隣接する直径 50 ｍの円墳で二重の周濠を有する。埋葬施設は御塚古墳と同様

に未調査であるため不明であるが、埴輪や土師器・須恵器・新羅土器等が出土している。築造時期

は御塚古墳に後出する６世紀前半と考えられている。権現塚古墳の北東に位置する銚子塚古墳は二

重の周濠を持つ前方後円墳とされているが、そのほとんどが開墾され、わずかな高まりが地形とし

て残るのみで、全容は明らかでない。また、汐入遺跡からは鉄鏃を副葬する土壙墓１基が確認され

ている。その他、御供田遺跡、蓮輪遺跡、天神免遺跡、夫婦塚遺跡、碇遺跡から建物跡または溝、

土坑等の生活諸施設が検出されている。

　律令期の付近一帯は、筑後国三潴郡として『和名類聚抄』に記載され、郡内には高家・田家・三潴・

鳥養・夜明・青木・荒木・管綜の８つの郷名が見える。大善寺町付近が「夜明郷」、三潴町付近が「三

潴郷」に比定される。この三潴郡の郡衙に比定されるのは道蔵遺跡である。道蔵遺跡では計画的に

配置された建物群が確認されている。天神免遺跡は豪族の居館、夫婦塚遺跡は官衙関連施設、伽藍

田遺跡は墓地・集落、御供田遺跡、蓮輪遺跡、汐入遺跡、大善寺遺跡は集落と考えられている。古

賀遺跡は大善寺玉垂宮の東約 400 ｍに位置しており、数条の溝や土師器、須恵器など奈良～平安時

代の遺物や焼米等が出土しており、郡衙推定地の一つである。また、夜明神社境内にある首名塚は、

筑後国の初代国司であった道君首名を没後に祀ったとされている。

　中世の遺跡は、荊津伊賀守の館跡と伝えられる荊津氏館跡に代表される。同館の一部では、濠か

ら大量の土師器・瓦器・輸入陶磁器が出土し、13 世紀代の館跡と考えられている。高倉遺跡では

銅鏡や青磁を副葬した土壙墓が２基検出されている。碇遺跡では青銅製和鏡（秋草蝶鳥文鏡）を副

葬した土壙墓が検出され、蓮輪遺跡では井戸や土坑から大量の瓦器埦や棒状土製品が出土した。土

居外遺跡は、筑後川旧河道の対岸に位置し、青銅製和鏡（草花双鳥鏡）や 20 点以上の土錘が出土

した。大善寺遺跡では大善寺の僧坊跡と考えられる掘立柱建物等を検出している。

　高倉遺跡が位置する低位台地は北西方向に緩やかに標高が上がり、夜明神社周辺で標高が最も高

くなる。弥生時代の甕棺墓が出土している中寺遺跡や畑中遺跡は同一台地上に位置するため、一体

の遺跡として捉えることもできる。本調査地の西隣は高倉遺跡第１次調査地で、弥生時代の甕棺墓

２基、中世土壙墓２基が検出されている。
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第２ 　調査 の と （1 2 500）

第１ 　調査 と の遺跡分 （1 25 000）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12
13

14

15

16

17

18
19

20

21

22

23 24

1 遺跡

2 遺跡

3 遺跡

4 遺跡

跡

遺跡

遺跡

天神免遺跡

遺跡

1 遺跡

11 遺跡

12 遺跡

13 遺跡

14

1

1

1

1 遺跡

1 神

2 遺跡

21 遺跡

22 遺跡

23 遺跡

24 遺跡
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３ 調査

（１）調査

　今 の調査は、第 1 次調査で確認 た 生 代・中 の遺 の りを確認 る とを と

した。令和４年 月５日に 等を し、 ６日に による表 を行った。表

後 日に遺 を行い、遺 掘 を開 した。井 を 数 した 、 掘 ると に

を あったため、一部の掘 に留めた。 遺 の や遺 の 、

の作成、 真 を行った。 月 28 日に掘 作業 し、高所作業 より 体 真を した。

29 日に による埋 しを行い、 を 収し調査を した。

　遺 は ータ ー ンで し、 ータは 遺 で 集・保 した。た し、

遺 や は （1 10）で記録した。遺 真は タ NTA 　

K-1 を用いた。

（２） 遺

　遺 面は で高 あり、 表から遺 面まで、 部で 20 、 部で 60 を る。

調査 中 において、 東から 西に びる 高 10 ～ 20 の 確認 た。 面 平

ており、 含 は確認で なかった。主要遺 は、井 ３ 、 ３ 、 １ である。第

１次調査に 遺 の 度 、 等は 部 る 度である。

第３ 　遺 （1 100）

SE1

SE25

SK8
SK7

SK10 SP11

SP13

SE30

ST2030 530.000

Y -49 520.000 Y -49 510.000

0

B B’
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　井戸

　ＳＥ１（第４・12・13 図）

　調査区南東で検出した。南半は調査区外へ延びる。検出時はＳＥ 25 と同一遺構と認識し、サブ

トレンチの設定、掘削を行った後、全体を掘削していたが、掘削中にＳＥ 25 に後出する別遺構と

判明した。上面は 30 ～ 40 ㎝程度の掘削に留めている。サブトレンチの掘削結果、遺構検出面から

深さが 1.1 ｍ以上あること、0.7 ｍ掘削した時点で水が湧くことが明らかになり、調査区端に位置

することもあり、遺構の掘り下げを断念した。平面形は歪みのある円形と推測され、直径 4.1 ｍを

測り、最深部は調査区の南に位置すると考えられる。未完掘であるため詳細は不明であるが、サブ

トレンチ内北部では、幅 38 ㎝の段を有し、南側が急角度で深くなる。

　土師器、須恵器、瓦器、輸入陶磁器、土製品、石製品、弥生土器等が多量に出土した。出土遺物

から 12 世紀後半に属すると考えられる。

　ＳＥ 25（第４・12 図）

　調査区南部で検出した。ＳＥ１に先行する。ＳＥ１と同様に上面約 30 ㎝の掘削に留めている。

南部が調査区外へ広がるため詳細は不明であるが、平面形は楕円形と推測され、直径 2.25 ｍ以上

を測る。未完掘ではあるが西部に段を有し、西半には外周から 0.2 ｍ内側で傾斜変換線がみられる。

遺構の埋土外周は暗褐色土だが、中心部では円形状に黄褐色粘土ブロックが混入し、内側と外側で

埋土の差が明確である。

　出土遺物は土師器、須恵器、瓦器、輸入陶磁器、土製品が出土した。出土遺物やＳＥ１との重複

関係から 12 世紀後半以前に属すると考えられる。

　ＳＥ 30（第３・４・14 図）

　調査区北東部で検出した。南東 0.5 ｍにおいても井戸を検出したが、埋土から近世以降の染付の

磁器が複数出土した。近世以降は今回の調査では対象としていないため取り扱わない。ＳＥ 30 は

検出位置や規模が近く、同時期の遺構である可能性も考えられるが、近世以降の遺物は確認されて

いない。平面形は円形で、直径 1.05 ｍを測る。0.75 ｍ掘削したが、掘削面積は狭くなったため、

下部の掘削は断念し完掘はできなかった。

　出土遺物は土師器、須恵器、瓦器、輸入陶磁器、弥生土器である。出土遺物から 12 世紀後半～

13 世紀以降に属すると考えられる。

　土坑

　ＳＫ７（第５・15・16・19 図）

　調査区の北西部で検出した。検出時はＳＫ８・10 と同一遺構と考えていたが、掘削中に埋土の

差が明らかになったため、別遺構と判断した。ＳＰ 11 に先行し、ＳＫ８に後出する。平面形は隅

丸方形に近く、長軸長 1.53 ｍ、短軸長 1.13 ｍ、深さは最深部で 0.28 ｍを測る。底面はほぼ平坦

である。

　出土遺物は土師器、瓦器である。
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第 　 １・25・30 実 （1 40）

A A’

A
A
’

A A’

0

3

SE1SE25

SE30

SE1
SE25

1 遺

2 遺

3 遺

4 遺

1 遺

2 遺

3 遺

4

1

2

3

4

1

2

34
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第５ 　 ・ ・10、 20 実 （1 40）
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　ＳＫ８（第５・19 図）

　調査区の北西部で検出した。ＳＫ７に先行し、ＳＫ 10 に後出する。平面形は楕円形に近い不整

形である。長軸長 1.9ｍ以上、短軸長 1.7ｍ、深さは最深部で 0.3ｍを測る。底面はほぼ平坦である。

　出土遺物は土師器、須恵器である。

　ＳＫ 10（第５・17 ～ 19 図）

　調査区の北西部で検出した。ＳＫ８に先行する。平面形は楕円形で、長軸長 2.02 ｍ、短軸長 1.35

ｍ以上、深さは最深部で 0.22 ｍを測る。北部、西部にそれぞれ段を有し、底面はほぼ平坦である。

土師器や壁土等の部材片と考えられる粘土塊がまとまって出土した。

　出土遺物は土師器、須恵器、粘土塊である。出土遺物から 10 世紀後半～ 11 世紀に属すると考え

られる。

　土壙墓

　ＳＴ 20（第５・20・21 図）

　調査区東部で検出した土壙墓である。平面形は隅丸方形に近い形状を呈し、長軸長 1.9 ｍ、短軸

長 0.63 ｍ、深さは最深部で 0.28 ｍを測る。北部で完形の土師器の小皿が出土した。底面は凹凸が

あり、平坦ではない。

　出土遺物は土師器、輸入陶磁器、瓦器である。出土遺物から 12 世紀後半に属すると考えられる。

（３）出土遺物（第６～８・22 ～ 26 図、第２・３表）

　今回の調査では、土師器、須恵器、瓦器、輸入陶磁器、石製品、弥生土器がパンコンテナー４箱

分が出土した。以下主要な遺物について述べる。

　１～ 36 はＳＥ１出土遺物。１～９は土師器で、１～４は小皿である。１～３は底部糸切り、４

はヘラ切りである。５～７は坏である。５は底部糸切り、６はヘラ切りで、７は摩耗により不明で

ある。８・９は土鍋である。８の口縁端部は丸みを帯び、９の口縁は断面台形を呈する。10 ～ 14

は瓦器で、10 ～ 12 は押出し技法によって成形された埦である。内外面にミガキは確認できない。

15 は東播系須恵器の鉢である。口縁部の面が器壁に対して外傾し、端部は丸みを帯びる。16 ～ 19

は白磁である。16・17 は碗で、16 は外面に回転ヘラケズリの痕が縦筋として残り、内面見込には

沈線が施される。また、輪状の釉掻き取りが施される。17 は内外面無文で、内面下部に沈線を施し、

外面下部は施釉されていない。18・19 は皿である。18 は口縁が外反し、端部の一部に輪花と考え

られる窪みがある。19 は体部中位の屈曲部内面に沈線状の段を有し、見込にヘラ状の施文具で草

花文を施す。20 ～ 24 は青磁碗である。20・21・23 は内面にヘラ状の施文具で簡略化した花文と点

綴文が施される。釉が薄く、見込と体部で段を有する。20・23 は外面に縦の櫛目文を施し、21 は

外面下部にヘラ状の工具痕が残る。22 も釉は薄く、内面に幅の細い櫛目文、外面に幅の広い櫛目

文を施す。見込は輪状の釉掻き取りが施される。24 は釉が厚く、内面に片彫蓮花文、横から見た

葉文を施す。25 は陶器の鉢で口縁端部が内面に突出し、その下に１条の突起がある。26・27 は弥

生土器である。26 は口縁が内側に大きく張り出し、外側には低く傾斜しわずかに張り出す。甕棺
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第６ 　 遺 実 （1 4）
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第 　 遺 実 （1 2：34・36 1 4）
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と考 ら る。28 は で あり、 面 を る。29 は で 28 よ

り あり、 面は を ると考 ら る。30 ～ 33 は 石 の石 の または、

を した石 である。30 は 1.5 度で 、内面 の一部に の を施 。

31 は の 面を な と １面は平 に している。32 は内 面と の つ ら る。

面長 の つ 。34 は 石で３面を 用 る。35 は 石で、 面に平 面を 。

また、一部に を る。36 は 石 の で、主要 面に ら る。 は

１と 25 を 一遺 として掘 した した遺 である。38 は青 で、 体に を 、

に の 跡 る。 ～ 4 は 30 遺 。39 ～ 41 は の小 で 部は

りである。42 は東 の 恵 の 部と考 ら る。 面下部は による 確に

成 る。43 は 生 で、口 は 面 丸 を びた三 に 、内 に し り 。

44 は の である。内 面上部には る。4 ～ は 10 遺 。

45 ～ 51 は で、45・46 は小 、47・48 は である。 部は り後 る。

部 は丸 を びる。49・50 は で、口 部 わ かに る。と に体部下 は

で調整を行い、50 は を施 。51 は で、体部は丸 を び、口 は内 る。52

は の で、口 部 に 上 る。 部は り後 し している。

53・54 は 恵 である。53 は の口 で、 部を ませる。 面は かな 子、内面は青 の

タタ を施 。54 は または の 部で、 しいため は である 、 面には 子

のタタ る。内面 は による しい。55 ～ 59 は である。55 ～ 58 には

含ま る。56 には４ の 確認で 、 の を含 とから

に を ていた と る。56 ～ 59 には平 面 、56 ～ 58 は竹や木等の部 に

よると考 ら る ら る。60 ～ 6 は 20 遺 。60・61 は 小 で、 部は

り後 る。62 は 口 であり、内面は しい の 跡は確認で

る。63 は白 の口 部で のある である。64 は 11 小 である。 部は

りである。6 は ・ ・10 一遺 と考 掘 した に した 小 である。

部は りである。66・6 は 1 に後 る 13 遺 。66 は で、 部は

りである。体部は により の に 生じている。67 は青 の で、内面

と体部の に 施 る。 の下部は に 取ら 、 した 所に

跡 る。 面には の の 跡 確認で る。

第 　 遺 実 （1 4）

0 0㎝

64 65
66 67
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遺
番号 遺

種

（ ） 調 調整

備考
録

番号口
長 ） ）

高
（ ）

面 内面 面 内面

1
第 6・22

1 小 8.0 6.3 1.1 に い に い
り （ 、 ）

202205
000009

2 
第 6・22

1 小 8.1 6.6 0.9 
に い

り
、

（ 子、 ）
202205
000033

3
第 6・22

1 小 8.6 6.8 1.3 
に い に い り

、
（ 子、 ）

202205
000026

4
第 6・22

1 小 10.5 7.8 1.5 
に い り

、
202205
000036

5
第 6・22

1 - - 2.4 、 、 、 、
（ 子）

202205
000020

6
第 6・22

1 13.8 9.4 3.0 に い に い
り

、
（ 子、 ）

202205
000037

7
第 6・22

1 14.6 10.4 3.2 
に い

に い
り

、
（ 子、 ）

202205
000031

8
第 6・22

1 - - 4.4 、
に い 、

、
（石英、 ）

202205
000008

9
第 6・22

1 - - 2.9 、
（ 、 子）

202205
000022

10
第 6・23

1 - 5.9 2.1 白 白
（ 子、 ）

部 し、
202205
000038

11
第 6・23

1 - 8.0 3.8 、
（ ）

部 し
202205
000035

12
第 6・23

1 18.1 - 4.9 、 白 、 白
（ 、 子）

部 し
202205
000029

13
第 6・23

1 8.7 7.8 1.2 白、
、
り

、
（ ）

202205
000024

14
第 6・23

1 9.2 7.5 1.8 白、 白、
り

、
202205
000023

15
第 6・23

1 恵 - - - 、
202205
000025

16
第 6・23

1 白 - 4.8 2.9 白 白
施

施
　 取り

白 （福 ）

202205
000019

17
第 6・23

1 白 - 5.9 5.8
に い

白
白

施
施 白 （福 ）

202205
000011

18
第 6・23

1 白 - - 4.6 白 白 施 施
り

白  

202205
000017

19
第 6・23

1 白 9.4 3.3 2.1 白 白 り、施 施 白 -2
202205
000034

20
第 6・23

1 青 - 4.8 3.5
白
ー

ー
施

施 青 Ⅰ -1
202205
000004

21
第 6・23

1 青 - 5.1 3.7
白
ー

ー
施

施 青 Ⅰ -1
202205
000032

22
第 6・23

1 青 - 4.8 4.2 に い に い
施

施
　 取り

青 Ⅰ -1

202205
000012

23
第 6・24

1 青 16.1 4.9 7.0 
白
ー

白
施

施 青 Ⅰ -1
202205
000021

24
第 6・24

1 青 - 5.1 5.5
ー

ー
施

施 青 Ⅰ -2
202205
000027

25
第 6・24

1 - - 4.2 Ⅰ -1
202205
000016

26
第 6・23

1
生

- - 2.6
（ 、 石）

202205
000010

27
第 6・24

1
生

- - 4.9
に い

（
子、 石）

202205
000015

28
第 6・24

1 5.6 3.0 2.5 、 - -
（ 、 子）

一部
202205
000030

29
第 6・24

1 8.2 4.1 4.0 - -
（ 、 子）

202205
000007

30
第 6・24

1 石
石

8.0 2.8 1.5 、 - - - - り
202205
000006

31
第 6・24

1 石
石

7.0 7.2 1.9 - - - - 面に の
202205
000003

32
第 6・24

1 石
石

7.2 13.9 3.4 白 - - -
202205
000014

33
第 6・24

1 石 石 10.5 11.3
1.9 ～
3.2

白、 - - - -
202205
000018

34
第 7・24

1 石 石 11.2 8.9 9.5 、 - - - -
202205
000013

第２ 　高倉遺跡第２次調査 遺 表
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遺
番号 遺

種

（ ） 調 調整

備考
遺
録番号口

長 ） ）
高

（ ）
面 内面 面 内面

35
第 7・24

1 石 石 15.4 9.4 3.3 、 - - - - 面
202205
000005

36
第 7・25

1 石 3.2 2.4 0.7 - - - - 石、4.69
202205
000028

37
第 7・25

1
25

15.4 11.0 2.6 
に い
に い

に い 、
（ 子、 ）

202205
000001

38
第 7・25

1
25

青 - 6.0 3.3
に い に い 施

施
　 取り

福 青

202205
000002

39
第 7・25

30 小 8.5 7.1 1.3 
に い に い り

、
（ 子）

部　
202205
000067

40
第 7・25

30 小 9.0 7.2 0.9 に い に い
り

、
（石英、
子、 ）

内 面に
202205
000064

41
第 7・25

30 小 11.0 9.2 1.3 
り

、
202205
000063

42
第 7・25

30 恵 - 8.0 3.6 白
、

り （長石、石英）
202205
000066

43
第 7・25

30
生

- - 2.5
（長石、

石英、 石）
一部

202205
000065

44
第 7・25

- - 2.0 、 白
白

、 、
202205
000040

45
第 7・25

10 小 10.6 7.6 2.1 
り

、
（ 子、 ）

部　
202205
000043

46
第 7・25

10 小 11.2 7.1 2.0 
に い り

、
（ 子、 ）

部　
202205
000044

47
第 7・25

10 11.3 7.4 3.1 
に い り

、
（ 子、 ）

部　 202205
000048

48
第 7・25

10 11.7 8.2 
3.1 ～
3.8 り

、
（ 子、 ）

部　
202205
000047

49
第 7・25

10 11.5 6.2 4.2 
に い

、

、 り
、

（ 子、 ）
202205
000045

50
第 7・25

10 13.4 8.3 4.9 
、
り

、
（ 子、 ）

202205
000046

51
第 7・25

10 - - 3.5 、
、

（ 、 子）
202205
000041

52
第 7・25

10
高

10.2 6.8 2.7 、
、
り

、
（ 子、 ）

B （ ）
202205
000049

53
第 7・25

10 恵 - - 6.1
タタ （ 子） タタ （青 ） 202205

000050

54
第 7・26

10 恵 - - 7.5
に い

タタ （ 子）
、

、
（ 子、 ）

202205
000051

55
第 7・26

10 11.9 4.0 3.1 、 - - - - 含
202205
000042

56
第 7・26

10 8.1 6.6 4.5 に い - - - - 含
202205
000052

57
第 7・26

10 7.7 7.2 4.6 - - - - 含
202205
000054

58
第 7・26

10 10.2 9.0 3.5
に い

- - - -
含

部

202205
000053

59
第 7・26

10 11.0 13.1 6.0
に い

- - - - 部
202205
000055

60
第 7・26

20 小 8.4 6.0 1.3 に い に い
り

、 部　
202205
000061

61
第 7・26

20 小
8.3 ～
8.6

6.6 ～
7.0

0.9 ～
1.4

に い
に い

に い
り

、 部　
202205
000062

62
第 7・26

20 - - 2.9 、
、 （長石、

石英、 ）
202205
000060

63
第 7・26

20 白 17.0 - 3.7 白 白
施

施 白
202205
000059

64
第 8・26

S 11 小 9.0 6.8 1.5 に い に い
り

、
（

子、 、石英）
202205
000056

65
第 8・26

7
・8・10

小 9.8 5.6 1.8 
に い に い り

、
（

子、 ）
202205
000039

66
第 8・26

S 13 15.4 9.6 3.3 に い に い
り

（石英、
、 子）

202205
000057

67
第 8・26

S 13 青 - 7.0 4.0
施

施
　 取り

福 青

202205
000058

第３ 　高倉遺跡第２次調査 遺 表
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　今 の調査では古代の遺 や 生 代の遺 を確認した。 10 は 10 後 ～ 11 代に

る 、 行 る や について 、 から している とから

期である と る。 １からは 12 後 の している。 25

から の青 と考 ら る遺 や 部 り、 りの と に して

おり、12 後 に収まると考 ら る。また 30 は東 の 恵 や 部 りの

小 しており、12 後 から 13 以 に埋 したと考 ら る。 た３ の井

は １・25 は平面 や であり、 ２ 以上の であるのに し、

30 の平面 は で、 １ と小 であり、 に い ら る。また、 １

の 面は やかに してい 、 30 は に掘り ま ており、 １・25 と 30

には 期 ある 高い。

　第 1 次調査では 生 代中期前 と考 ら る ２ ている 、今 の調査では

生 代の遺 は確認で なかった。しかし、 期の と考 ら る遺 後 の遺 から

している。調査 上面は 平 ているため、 生 代の遺 わ ている ある。

　また、第 1次調査では２ の 確認 ている。 153 は長 長 1.5 以上、 長 0.45

、 0.4 を り、平面 丸 から を る。 部から や 小

し、12 後 に ると考 ら る。主 は今 した 20に ると る。

32 は長 長 1.5 、 長１ 、 0.6 を り、平面 は を る。 の

青 や小 ・ 、白 し、12 後 に ると考 ら る。調査 では井

集中 る 、12 後 に る井 と している る。今後の調査で

集 と の 係を らかにしてい たい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小川原）

第 　高倉遺跡第１・２次調査遺 略 （1 250）

160160

55

22

11

１次調査の は や から

１次調査

２次調査
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第 12 　 １・25 掘 （ から）

第 11 　 （ から）第 10 　調査 （ 上 から）

第 1 　 １ 積 （西から）

第 14 　 30 積 （ から） 第 1 　 積 （ から）

第 16 　 掘 （ から） 第 1 　 10 積 （ から）
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第 1 　 10 遺 （ から） 第 1 　 ・ ・10 掘 （ から）

第 20 　 20 積 （ から） 第 21 　 20 遺 （東から）

第 22 　 遺 真

4 6

1 2
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第 2 　 遺 真

10 11 12

1 14 1

16

1 1 20

1

26 21 22
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第 24 　 遺 真

2 24

2

2

2 2

0 2

1

4
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第 2 　 遺 真

6

40 41

42 4 44

4 46 4

4 4 0

1 2
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第 26 　 遺 真

4

6

60 61

62 6 64

6 66 6
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Ⅲ．庄屋野遺跡第 10 次調査

１．調査に至る経過

　令和４年６月 13 日、土地所有者から専用住宅建設に伴う「埋蔵文化財包蔵の有無」の照会が提

出された。対象地は周知の埋蔵文化財である庄屋野遺跡に含まれる。建物の基礎構造上、遺跡の保

護は不可能であったことから、土地所有者に対して発掘調査が必要な旨を回答した。令和４年７月

15 日に土地所有者より発掘調査の依頼が提出されたため、同年９月８日から９月 22 日まで発掘調

査を実施した。対象面積 201 ㎡のうち調査面積は 59 ㎡である。

２．位置と環境

　久留米市は筑紫平野の中心部、筑後川の中流域に位置する。筑後川は久留米城付近で流れを南西

へと変え、その左岸には筑後川や金丸川、広川によって形成された氾濫原が広がる。氾濫原の東側

には標高 10 ｍ前後の低台地が点在しており、庄屋野遺跡はこの台地上に位置する。

　庄屋野遺跡周辺で確認されている縄文時代の遺構は主に落とし穴状遺構である。念仏塚遺跡、庄

屋野遺跡、穴口遺跡、古牟田遺跡、野畑遺跡、野瀬塚遺跡、今泉遺跡、坂本遺跡では、落とし穴状

遺構が列状に検出されている。

　弥生時代になると、塚畑遺跡を中心とした台地上で集落域と墓域が検出される。前期の遺構とし

ては、城崎遺跡で土坑、野畑遺跡で貯蔵穴、塚畑遺跡や坂本遺跡で竪穴住居が確認されている。前

期末には、今泉遺跡で竪穴住居 20 基と土坑 23 基が馬蹄状に配置される集落が認められた。また、

同時期には墓域も確認されており、酢正免遺跡の土壙墓、安武三反野遺跡の壺棺墓 18 基などがある。

中期になると居住域は南方へと展開する。中期初頭では、庄屋野遺跡で台地の北端を廻る大溝が検

出されており、環濠集落に伴うものと考えられている。中期前半の酢正免遺跡・安武三反野遺跡の

土坑群や東烏遺跡の 22 基の竪穴住居や 16 基の土坑など、集落域が確認されている。墓域としては、

安武三反野遺跡の甕棺墓、石蓋土壙墓、木棺墓からなる列状埋葬が挙げられる。後期に入ると集落

域は広がる。塚畑遺跡で環濠を伴う集落が営まれる。上野遺跡と庄屋野遺跡では竪穴住居、押方遺

跡では掘立柱建物や竪穴住居、安武三反野遺跡では大溝や 30 棟の掘立柱建物群が検出され、これ

が塚畑遺跡を中心に営まれた集落域の南限とみられる。また、野畑遺跡では前期末から終末期にか

けて掘立柱建物や土坑が分布しており、塚畑遺跡の大溝と同方向の大溝が検出されていることから、

野畑遺跡まで集落域があったと考えられる。なお、墓域については、明確な時期決定には至ってい

ないものの、安武三反野遺跡の石蓋土壙墓などが後期に属すると考えられている。

　古代の安武一帯は、『倭名類聚抄」の三潴郡に相当し、８つある郷のうち、田家郷に比定されて
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第 2 　調査 と の遺跡分 （1 25 000）

第 2 　調査 の と （1 5 000）

６６

５５

７７

４４

１１

３３

２２
９９

８８

1010

1111

1212

1616

1515 1313
1414

数字は調査次数を示す数字は調査次数を示す

５

府府

丸丸

17

18

19
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21

22
23

24

25

28

27

26

2930

31

39

38

35

36

37

34

32

33

41

府40

17

18

19

20

21

22
23

24

25

28

27

26

2930

31

39

38

35

36

37

34

32

33

41

府40

２２

３３

５５

６６

77

1010

1111

1212

1313

1414

1515

1616

１１

遺　跡　名

 1．庄屋野遺跡
 2． 木遺跡
 3． 遺跡
 4． 口遺跡
 5．古 田遺跡
 6．上野遺跡
 7．塚 遺跡
 8． 堀遺跡
 9． 武三 野遺跡
10．野 遺跡
11． 遺跡
12．寺島遺跡
13． 塚遺跡
14．野 塚遺跡
15．坂本遺跡
16．今 遺跡
17． 西古墳
18． 町の一里塚
19． 本遺跡
20． 田遺跡
21．城 遺跡
22． 武
23．屋 遺跡
24．西 遺跡
25．東 遺跡
26． 分古墳
27． 分の
28． 子塚古墳
29． 古墳群
30．大 寺東 遺跡
31． 川遺跡
32． 現塚古墳
33． 塚古墳
34． 遺跡
35． 遺跡
36． 田遺跡
37．夫 塚遺跡
38． 蔵遺跡
39． 遺跡
40． 田遺跡
41． 城
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Y=-47,050.000 Y=-47,045.000 Y=-47,040.000

X=33,160.000

X=33,155.000

SA1

0

第 2 遺 （1 100）

いる。野 遺跡では、総 を 30 の 群 、 から 書 した。

塚遺跡では の 群や 、 大 宅 といった 書 した。野 塚遺

跡では二 や 三 大 大 三 な と書か た 書 した。 らの遺

は、田 郷に る と ている。 ～ 10 には の かに 、庄屋野遺跡、

今 遺跡、 遺跡、 木遺跡、 遺跡、寺島遺跡、 本遺跡で遺 つかっている。

３ 調査

（１）調査

　今 の調査では、第 次調査で確認 た遺 の りを確認 る とを に調査を行った。

　令和４年９月 日、 による表 を行った。 の後、人 による遺 の 、掘り下 、

個 遺 の作成・遺 真の を行った。 年９月 21 日、 真を した。 日埋め

しおよび の 収を行い、現 での調査を した。

　遺 は ータ ー ンを 用して し、 ータの 集と保 は、 会

遺 を用いて行った。 面 は （1 10）で記録した。遺

真は、 　 S ６ を 用して した。
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（２） 遺

　今 の調査では、 １ と 数を確認した。以下、遺 の について る。

　

１（第 29・30 ～ 33 ）

　調査 で した である。 は -7.9 - である。 間 は1.8 ～2.0 を る。

は 34 ～ 46 、 は 14 ～ 16 を る。 は 16 ～ 25 を る。 １の埋 から の

の 、 ２から の や の している。

（３） 遺

　今 の調査では、 や から の や の ン ン ー１ 分 している

、 化で る のはなかった。

　第 の総括を たい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（長谷川）

高 9.40 32
1

4
32

1

高 9.40高 9.40

１.

２.

３.

４.

１.

２.

３.

P1 P3P2

P1
P3

20 0 1

第 0 Ａ１実 （1 80、1 40： ）

第 1 調査 （ 上 から）

第 2 Ａ１ １ （ から）

第 Ａ１ ３ （東から）
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．庄屋野遺跡第 11 次調査

１ 調査

　令和４年６月３日、 所 者から 用住宅 に 埋蔵文化財 蔵の の 会

た。 は 知の埋蔵文化財である庄屋野遺跡に含ま る。 の 上、遺跡の保護

は であった とから、 所 者に して発掘調査 要な を した。令和４年 月

11 日に 所 者より発掘調査の たため、 年９月 日から９月 22 日まで発掘調

査を実施した。 面積 202 ㎡の 調査面積は 95 ㎡である。

２

　本調査 は第 10 次調査 の 30 に る。 の は、第Ⅲ を たい。

３ 調査

（１）調査

　今 の調査では、第 次調査で確認 た遺 の りを確認 る とを に調査を行った。

　令和４年９月 日、 による表 を行った。 の後、人 による遺 の 、掘り下 、

SB43

Y=-
47,

055
.00

0

Y=-
47,

050
.00

0

Y=-
47,

045
.00

0

X=3
3,2

00.
000

X=3
,31

95.
000

0

第 4 遺 （1 100）
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個 遺 の作成・遺 真の を行った。 年９月 21 日、 真を した。 日埋め

しおよび の 収を行い、現 での調査を した。

　遺 は、 ータ ー ンを 用して し、 ータの 集と保 は、 会

遺 を用いて行った。 面 は （1 10）で記録した。

遺 真は、 　 S ６ を 用して した。

（２） 遺

　今 の調査では、掘 １ と 数を確認

した。以下、遺 の について る。

　 4 （第 35・36 ）

　調査 西部で した掘 である。 は

-7.1 - である。 １間以上、東西１間以上の

を る。 間は 1.6 、東西 1.6 である。

は ・ を成し、 は 52 ～ 60 、 は 23

～ 35 である。 遺 は の や の し

ている。

（３） 遺

　今 の調査では から の や の ン ン ー１ 分 している 、 化

で る のはなかった。

　第 の総括を たい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（長谷川）

２

P1

P3

P2

高 9.60

高
9
.
6
0

第 43 実 （1 80）

第 6 調査 （ から）
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Ⅴ．庄屋野遺跡第 12 次調査

１．調査に至る経過

　令和４年９月９日、土地所有者から専用住宅建設に伴う「埋蔵文化財包蔵の有無」の照会が提出

された。対象地は周知の埋蔵文化財である庄屋野遺跡に含まれる。建物の基礎構造上、遺跡の保護

は不可能であったことから、土地所有者に対して発掘調査が必要な旨を回答した。令和４年 11 月

４日に土地所有者より発掘調査の依頼が提出されたため、同年 11 月８日から 11 月 28 日まで発掘

調査を実施した。対象面積 201 ㎡のうち調査面積は 89 ㎡である。

２．位置と環境

　本調査地は第 10 次調査の北東に隣接する。周辺環境の詳細は、第Ⅲ章を参照されたい。

３．調査の記録

（１）調査の経過

　今回の調査では、第８次調査で確認された遺構の広がりを確認することを目的に調査を行った。

　令和４年11月８日、機材を搬入し、調査を開始した。翌日、重機による表土剥ぎを行った。その後、

人力による遺構の検出、掘り下げ、個別遺構図の作成・遺構写真の撮影を行った。同年 11 月 24 日、

全景写真を撮影した。翌日埋め戻しを行い、同年 11 月 28 日に機材を撤収し、現地での調査を終了

した。

　遺構は、トータルステーションを使用して測量し、データの編集と保存は、株式会社ＣＵＢＩＣ

製ソフト「遺構くん cubic」を用いて行った。土層断面図は水糸メッシュ法（1/10）で記録した。

遺構写真は、Canon　EOS ６D を使用して撮影した。遺物写真は、PENTAX　K- １Ⅱを使用して撮影

した。

（２）検出遺構

　今回の調査では、掘立柱建物１棟とピット多数を確認した。以下、遺構の詳細について述べる。

　掘立柱建物

　ＳＢ３（第 38 ～ 42 図）

　調査区南部で検出した掘立柱建物である。方位はＮ -11.5° - Ｗである。南西部が調査区外へ出

るため正確な規模は不明であるが、南北４間以上、東西３間以上の規模を有する。柱間は南北 92

㎝～ 128 ㎝、東西 92 ㎝～ 102 ㎝であり、不揃いである。柱穴は円形・楕円形を成し、直径は 34 ～
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Y 47 040.000 Y 47 035.000 Y 47 030.000

33 175.000

33 170.000

33 165.000

５
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SP5

第 　遺 （1 100）
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２.

３.２と じ
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P6

P7

P8

SB3P6

SP5

SB3
20 0 1

第 　 ３・ ５実 （1 80、1 40： ３ ６、 ５ ）
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62 、 は 16 ～ 36 である。 遺 は １から 、 ４から の や の

している。

　 ５（第 38・43・44 ）

　調査 中 で した である。平面 は を る。 96 、 64 を る。

を確認した 、 ５と や掘 を成 を確認で なかった。 遺 は掘 から

の や の している。

（３） 遺 （第 39・45 ）

　今 の調査では から の や の ン ン ー１ 分

している 、大 は で 化で なかった。

１は ３ １から した である。長 2.9 以上、 2.3 を る。

調は を る。 は であり、 面を て 上 る。

　第 の総括を たい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（長谷川）

１

10cm

第 　 遺

実 （1 4

第 40 　調査 （ 東上 から）
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第 41 　 ３ ６ （ から） 第 42 　 ３ ６ 掘 （ から）

第 4 　 遺 真

第 4 　 ５ （東から） 第 44 　 ５ 掘 （東から）

１
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．庄屋野遺跡第 13 次調査

１ 調査

　令和４年 10 月 17 日、 所 者から 用住宅 に 埋蔵文化財 蔵の の 会

た。 は 知の埋蔵文化財である庄屋野遺跡に含ま る。 の 上、遺跡の保

護は であった とから、 所 者に して発掘調査 要な を した。令和４年 11

月 日に 所 者より発掘調査の たため、 年 11 月 日から 11 月 28 日まで発

掘調査を実施した。 面積 201 ㎡の 調査面積は 89 ㎡である。

２

　本調査 は第 10 次調査 の に る。 の は、第Ⅲ を たい。

Y 47 055.000 Y 47 050.000 Y 47 045.000

33 180.000

33 175.000

SK1

SK2 SK49

SD16

B

B’

A

A’

SP9

0

第 46 　遺 （1 100）
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　３．調査の記録

（１）調査の経過

　今回の調査では、８次調査で確認された遺構の広がりを確認することを目的に調査を行った。

　令和４年 11 月８日、機材を搬入し、調査を開始した。11 月 10 日、重機による表土剥ぎを行っ

た。その後、人力による遺構の検出、掘り下げ、個別遺構図の作成・遺構写真の撮影を行った。同

年 11 月 24 日、全景写真を撮影した。翌日埋め戻しを行い、同年 11 月 28 日に機材を撤収し、現地

での調査を終了した。

　遺構は、トータルステーションを使用して測量し、データの編集と保存は、株式会社ＣＵＢＩＣ

製ソフト「遺構くん cubic」を用いて行った。土層断面図は水糸メッシュ法（1/10）で記録した。

遺構写真は、Canon　EOS ６D を使用して撮影した。遺物写真は、PENTAX　K- １Ⅱを使用して撮影

した。

（２）検出遺構

　今回の調査では、溝１条、土坑３基、ピット多数を検出した。以下、遺構の詳細について述べる。

　溝

　ＳＤ 16（第 47・50 図）

　調査区南東部で検出した溝である。長さ2.7ｍ分を検出した。南西側と東側は調査区外へ延びる。

幅 80 ㎝、深さ 10 ㎝を測るが、南西側へと傾斜する。断面形は台形を呈する。

　土坑

　ＳＫ１（第 47・51 図）

　調査区北部で検出した土坑である。北部は調査区外へ延びる。規模は長軸 2.0 ｍ以上、短軸 1.5

ｍ、深さ 30 ㎝を測る。平面形は楕円形を呈する。２段のテラスを有し、北側へ深くなる。遺物は、

土師器の蓋、坏、高坏、皿、甕、須恵器の甕、土錘などが出土している。

　ＳＫ２（第 47・52 図）

　調査区南部で検出した土坑である。規模は長軸 2.3 ｍ、短軸 2.2 ｍ、深さ 40 ㎝を測る。平面形

は不整形を呈する。ＳＫ 49 に後出する。遺物は、土師器の坏、甕、須恵器の坏蓋、坏などが出土

している。

　ＳＫ 49（第 47・49 図）

　調査区南部で検出した土坑である。規模は長軸 2.5 ｍ、短軸 0.7 ｍ、深さ 34 ㎝を測る。平面形

は溝状を呈する。ＳＫ１に先行する。遺物は、土師器甕の細片が出土している。

（３）出土遺物（第 48・53 図・第 4 表）

　今回の調査では、パンコンテナー１箱分の遺物が出土した。法量等の詳細については、観察表を

参照されたい。

　１～９はＳＫ１から出土した。１は土師器の蓋である。外面は回転ヘラケズリと回転ナデ、内面
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０ １ｍ

高 9.50m

高 9.10m

高 9.30m

高 9.30

高 9.10m 高 9.10m
A A’ B B’

SK1

SK49

SK2

16

第 4 　 16、 １・２・49 実 （1 40）
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５

10cm

1

2

3

4

5 6

7

8 9

10 11

12

13

14 15

16 17
18

SK1

SK2

SP9

第 4 　遺 実 （1 4、1 2：18）

は で 上 る。２～４は の である。２は 面を で 上 る。内面は調整

である。３・４は のため調整は である。５は の である。 しい。６は

の高 である。 は の である。内 面に ら る。 ・９は である。

10 ～ 1 は ２から した。10・11 は の である。 面は 部から 部にか て

ら 、口 部は で 上 る。12・13 は の である。13 は

部に 。14・15 は 恵 の である。16・17 は 恵 の高 である。16 の高 はやや

る 、17 の高 は の に い。1 は ９から した である。

　第 の総括を たい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（長谷川）
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第 　庄屋野遺跡第 13 次調査 遺 表

第 4 　調査 （ から） 第 0 　 16 掘 （ 東から）

第 1 　 １ 掘 （ 東から） 第 2 　 ２ 掘 （ 東から）

遺
遺

調 調

（ ） （ ）
高

（ ）
内 内

1
第 48・53 １ （17.9） - 2.2 ～ 　 を含

202211
000006

2
第 48・53

１ 12.0 6.8 3.5
202211
000002

3
第 48・53

１ - - 3.5 に い に い
　 り

202211
000003

4
第 48・53

１ - - 3.0 に い に い
202211
000001

5
第 48・53

１ 22.9 17.0 1.0 しい
202211
000004

6
第 48・53

１ 高 （14.6） - 2.3 ～
～に い

を含
202211
000005

7
第 48・53

１ - - 12.8
～に い

～ 　
　

を含
202211
000007

8
第 48・53

１ 6.8 2.0 2.1 - を含
202211
000008

9
第 48・53

１ 6.7 1.9 1.7
に い

～
- ・ 石を含

202211
000009

10
第 48・53

２ 10.3 - 3.6 　
・中 ・ 石・

を含 　　　　　　　　　　
202211
000011

11
第 48・53

２ （16.4） - 2.7
～に い ～に い を含 　　　　　　　　　　

を含
202211
000010

12
第 48・53

２ 11.4 - 13.4
～に

い
　　　　　

・ ・ 石を含
部 大 13.9

202211
000012

13
第 48・53

２ 24.2 - 9.0
　 ・ ・中 ・

を含
202211
000013

14
第 48・53

２ 恵 （13.6） - 3.5 ～
　

中 ・ を含
202211
000017

15
第 48・53

２ 恵 14.0 - 1.6 白～ 　
202211
000016

16
第 48・53

２ 恵 - 8.6 3.5
　
り

　
中 ・ ・ ・中 ・

を含
202211
000015

17
第 48・53

２ 恵 12.2 8.6 3.5 に い 白
202211
000014

18
第 48・53

９ 1.9 2.5 1.0
～ 202211

000019
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第 　 遺 真
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．庄屋野遺跡第 14 次調査

１ 調査

　令和４年 10 月 14 日、 所 者から 用住宅 に 埋蔵文化財 蔵の の 会

た。 は 知の埋蔵文化財である庄屋野遺跡に含ま る。 の 上、遺跡の保

護 であった一部分について、 所 者に して発掘調査 要な を した。令和４

年 11 月１日に 所 者より発掘調査の たため、 年 11 月９日から 11 月 28 日ま

で発掘調査を実施した。 面積 204 ㎡の 調査面積は９㎡である。

２

　本調査 は第 13 次調査 の西 40 に る。 の は、第Ⅲ を たい。

第 4 遺 （1 50）

Y 47 100.000 Y 47 095.000

33 180.000

0
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３ 調査

（１）調査

　今 の調査では、 次調査で確認 た遺 の りを確認 る とを に調査を行った。

　令和４年 11 月 日、 を し、調査を開 した。 日、 による表 を行った。

月 10 日、人 による遺 の 、掘り下 、個 遺 の作成・遺 真の を行い、

真を した。 月 25 日に埋め しを行い、 年 11 月 28 日に を 収し、現 での調査を

した。

　遺 は、 ータ ー ンを 用して し、 ータの 集と保 は、 会

遺 を用いて行った。

（２） 遺

　今 の調査では、 数を した 、 や掘 になるよ な のは確認で なか

った。

（３） 遺

　今 の調査では から の や の している 、 化で る のはなかった。

　第 の総括を たい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（長谷川）

第 調査 （ から）
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．庄屋野遺跡第 15 次調査

１ 調査

　本調査は、 用住宅 に 発掘調査である。令和４年 10 月 14 日、 所 者より久留米市

武町 武本 2932 36 にお る 埋蔵文化財 蔵の の 会 た。当 は 知の

埋蔵文化財 蔵 である庄屋野遺跡内にあたり、令和３年度に宅 成に 実施した第 次調

査 内に る。 の調査成果から古代の遺 開 る とは確実であった 、 成後の遺

面までの 度を確認 るため、10 月 18 日に確認調査を行った。 果、 分な保護 確保 、

した遺 の保護 であった 、 の を考 して を る ととなり、遺 の

を ない とから発掘調査 要である を した。 の後の により、国庫補助事業

として る ととし、令和５年４月 10 日に 所 者から 発掘調査の た

のを 、現 調査を実施 る びとなった。調査期間は令和５年４月 18 日から５月２日である。

２

　本調査 は第 14 次調査 の 西 30 に る。 の は、第Ⅲ を たい。

３ 調査

（１）調査

　本調査は、 で した遺 群の分 を確

認 る とを として実施した。現 調査は

の 上、 ２ に分 て行 ととし、令和

５年４月 18 日に の表 から した。19 日

には作業員を し、遺 に取りかかり、遺 掘

や実 作業、 真 は 行った。24 日に の

真 を行ったあと、26 日に 作業を行い、

27 日から の遺 ・掘 を実施した。５月１日

に掘 ・実 作業等を 、２日に 真を るとと に埋め し・ 収を行い、 て

の現 作業を した。遺 実 （1 10）は で作 し、遺 は ータ

ー ンを用い、 の記録は 会 BI 遺 で 集・保 している。

遺 の記録 真は、  S 6 で した。

第 6 表 （ から）



．庄屋野遺跡（第 15 次調査）

－ 42 －

第 （ 東から）

第 （ 東から）
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（２） 本

　調査 は 庄屋野 の 西 に し、 高 10.3 度を る。 は東から

西 高を じ、200 西 で筑後川の によって 成 た に る。 本 は、上 よ

り 成 （30 ）、 作 （10 ）、 （10 ～ 15 ） 認めら 、 下 の遺 含 （25

～ 30 ）を て遺 面である 山に る。現 表から遺 面までの は 80 であり、

高は 9.5 を る。

（３） 遺

　調査 は 制 ていたため ２ に分 て調査を行い、遺 番号は し番号を

している。 した遺 は、 ６ および である。 は調査 東 に、 は中

から 西 にか て 、一部 を る のの は である。 の調査では

掘 ている 、本調査では を成 は確認で なかった。以下、 につ

いて る。

0 5m

Y=-47,120.000 Y=-47,115.000 Y=-47,110.000

X=33,160.000

X=33,155.000

SK1

SK20

SK26

SK30

SK25

SK35

SP8

SP21

SP31

調査

第 遺 （1 100）
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　 １（第 60・64 ）

　調査 東 で した。 20 に後 る。一部調査 に ため は である 、

東西長 1.62 以上、 長 0.97 以上を り、 は 部で 0.64 である。 面は で、

面は に 上 り、遺 内の上 には 数の 認めら た。埋 は を

し、 白 の ロ を 含 。埋 内からは の ・高 ・ 、 恵 の ・高 、

の か、 および 石 した。

　 20（第 60・64 ）

調査 東 で した。 １に 行 る。平面 は 丸 で、一 0.6 度、 は

0.28 を る。 面は平 であり、 面は して 上 り上 に る。遺 内の には

５ 前後の 小な を る。埋 は で、 ・ 白 ロ を 含 。

埋 内からは の ・ および 恵 の 用 している。

　 2 （第 61 ～ 64 ）

　調査 東で した大 の である。 35 に後 る。平面 は小 を し、 は

長 長 2.30 、 長 1.35 で、 は 大 0.46 を る。遺 内は 掘り ま 、

の に 面を る。 面は 小で、 面 は ン を る。一 、遺 の 面は

第 60 １・20 掘 （ 東から） 第 61 25 遺 （ 西から）

第 62 25 遺 （西から） 第 6 25 掘 （ 西から）
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で、 平であった。各 面 には 数の ら る。埋 は で、

白 ロ を 含 、 化 および 認めら た。また、遺 の上 からは

0 2m

SK35

SK1

SK20

SK25
SK26

SK30

第 64 １・20・25・26・30・35 実 （1 40）
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の遺 し、遺 の埋 で たと る。埋 内からは の ・ ・高

・高 ・ ・ ・ 、 恵 の ・ ・高 ・ ・ に 、 および 石 した。

26（第 64・65 ）

　 25 の 2.5 で した。 26 に

後 る。遺 の は調査 に 。平面

は である 、 は長 長 1.15 以上、

長 0.4 以上、 0.37 である。 面の

面 は ン で、東西には を

る。東 面は して、西 面は やかに

上 り、 面は であった。埋 は

に い を し、 の ロ を

含 。埋 内からは の を含 小 ６ 、

恵 の を含 小 ３ したの であ

る。

0（第 64・66 ）

　 26 の 東で した。 25 に 行し、

遺 の は調査 に る。平面 は

で、長 長 1.19 以上、 長 0.9 を り、

は 0.46 である。遺 内中 の りに

面を し、西を 三 に 認めら

る。東西の 面 は で、 は 掘りの

を る。埋 はに い で 白

ロ を し含 。埋 内からは、 の ・

高 ・ 、 恵 の ・ ・ した。

（第 64・67 ）

　調査 の東 25 の東 で し、東

調査 に でいる。 25 に 行 る。平

面 は かではない 、 は長 長 0.91 以

上、 長 0.72 で、 0.15 前後と い。

面 面 は ン で 面は内 に

やかに 上 り上 に る。 面の 東 に の掘り を確認し、埋 に は認めら

なかったため本遺 に のと考 ら る。埋 は を し、 白 ロ を含 。埋

内からは の ・高 ・高 ・ 、 恵 の高 ・ および 石 している。                                                                          

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（廣木）

第 6 26 掘 （ 西から）

第 66 30 掘 （西から）

第 6 35 掘 （ 西から）
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（４）出土遺物（第 68 〜 71 図、第５表）

　出土遺物はパンコンテナー１箱分で、ＳＫ 25 から出土したものが大半を占める。土師器を主体

とし、須恵器が大袋２袋程度で、鉄製釘・鉄滓が各１点、このほか被熱した礫が出土している。以

下、主な遺物について説明を加える。あわせて第５表の出土遺物観察表も参照頂きたい。

　１～５はＳＫ１出土遺物。２・３は須恵器の蓋で、口縁が嘴状を呈する。３は口縁部内面に明確

な稜を有する。６はＳＫ 20 出土遺物。須恵器の蓋である。内面が非常に平滑なため、硯に転用さ

れていると推察される。内面を赤外線カメラで観察したところ、墨痕は確認できなかった。７～

23 はＳＫ 25 出土遺物。７～９は土師器の蓋である。７・９は口縁部が嘴状を呈し、８はわずかに

外反する。７・８の天井部外面に回転ヘラケズリを施す。10 ～ 12 は土師器の坏である。10 は底部

の外面に、11 は底部から体部の外面に手持ちヘラケズリを施し、10・12 は平底を呈する。13 は土

師器の盤である。平底を呈し、体部から口縁まで外傾する。14・15 は土師器の高坏である。14 の

脚端部は嘴状を呈し、15 は端部を摘まみ上げた形状をしている。また、15 は坏部と脚部の接点が

ないため図上で復元した。残存する坏部の外底部中央と脚部上面に接合痕が残ることから、坏部

と脚部を個別に成形した後に接合している。16・17 は土師器の甕である。16 は口縁が大きく外傾

する。17 は把手を有する。胴部から口縁にかけて内湾し、口縁は直行する。外面にハケメを施し、

内面に指オサエが確認できる。18・19 は土師器の鉢である。18 は口縁が大きく外反し、底部は丸

底を呈する。器壁に厚みがあり、特に口縁部が肥厚する。19 は平底で、底部に外側から打ち欠い

た穿孔が確認できる。20 は土師器の脚である。被熱により一部赤色化し、端部が黒く変色してい

る。21・22 は須恵器の蓋である。いずれも嘴状の口縁を有し、22 は端部に丸みを帯びる。また、

22 は天井部に回転ケズリを施し、ボタン状のツマミを有する。23 は鉄滓である。重さが 234.1g を

測り、比重が大きいことと金属探知機が強く反応したことから、鉄分が多く含まれると考えられる。

24 ～ 27 はＳＫ 30 出土遺物。25 は須恵器の蓋である。口縁部は嘴状の口縁が退化したもので、口

縁端部内面に稜を残す。26 は須恵器の盤で、体部から口縁まで外傾する。27 は須恵器の甕である。

口縁部に断面コ字状の粘土帯を 1 条付し、その直下に２条の沈線文を施す。その下位に斜線文を施

し、その後に４条の沈線文を施している。28 ～ 30 はＳＫ 35 出土遺物。29 は土師器の高坏である。

脚端部は嘴状を呈する。脚部を円筒状に成形した後に坏部を接合している。30 は須恵器の高台付

坏である。焼成がやや悪く、白に近い色を呈する。31 はＳＰ８出土遺物。須恵器の蓋を硯に転用

している。内面が平滑であり、硯面と考えられる。32・33 はＳＰ 21 の出土遺物。33 は須恵器の高

台付の壺である。体部は外傾し、高台は低く、外側に張り出す。34 はＳＰ 31 で出土した須恵器の

盤である。体部はやや内湾し、口縁部は短く外反する。内面にオリーブ褐色の自然釉が掛かる。

（河野）
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SK35

SK1

SK20

SK30

SK25

1

2

3

4

5

6

7

8

9
10

11

12

13

1415

16

17

18

19

20

21

22 23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34 0

5㎝

0

20㎝

第 6 遺 実 （1 2：5・23、1 4： の ）
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第５ 　庄屋野遺跡第 15次調査 遺 表

遺
遺

種 種
調 調整

備考
録

番号
口 高

面 内面 面 内面
長

1
第 68 図

SK1 土 器 甕 ‐ ‐ （8.5） 橙 橙
ヨコナデ、 刷毛目後ヨ

コナデ、 刷毛目
ヨコナデ

ナデ
砂粒

202302
000005

2
第 68 図

SK1 器 ‐ ‐ （1.4） 褐灰 褐灰
ナデ

ナデ
202302
000003

3
第 68 図

SK1 器 ‐ ‐ （1.45） 灰 灰
ナデ

ナデ
202302
000002

4
第 68 ・ 69 図

SK1 器 ‐ ‐ （6.3）
にぶい黄橙

灰
灰 ナデ

ナデか
ナデ

砂粒 部 外面
202302
000004

5
第 68 ・ 69 図

SK1 6.7 0.6 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 13.9
202302
000001

6
第 68 ・ 69 図

SK20 器 13.6 ‐ （1.2） 灰黄褐 灰
ナデ

ナデ 砂粒
202302
000007

7
第 68 ・ 69 図

SK25 土 器 21 ‐ （2.7）
橙
黄橙

浅黄橙
にぶい橙

ナデ ナデ
ナデ

粒 外面 か
202302
000010

8
第 68 ・ 69 図

SK25 土 器 22.4 ‐ 2.1 橙 浅黄橙
ナデ

ナデ 細砂粒 （石英、 雲母） 面
202302
000021

9
第 68 図

SK25 土 器 ‐ ‐ （1.8）
浅黄橙
にぶい橙

浅黄橙
にぶい橙

ナデ ナデ
202302
000011

10
第 68 図

SK25 土 器 ‐ ‐ 3.8 浅黄橙 橙
ナデ

ナデ
砂粒

（石英、 長石、 雲母）
202302
000028

11
第 68 ・ 69 図

SK25 土 器 13.6 ‐ 2.9 橙 橙
ナデ

ナデ 細砂粒 （雲母）
202302
000019

12
第 68 図

SK25 土 器 14.4 ‐ 3.3 にぶい橙 浅黄橙
ナデ

ナデ
砂粒 （石英、 雲母）

粒
面 か

202302
000020

13
第 68 ・ 69 図

SK25 土 器 18.0 11.3 2.3 黄 灰
ナデ
後ナデか

ナデ
砂粒

202302
000025

14
第 68 ・ 70 図

SK25 土 器 ‐ 11.4 （5.8） 橙
橙

浅黄橙
摩耗 ナデか

粒
部外面

202302
000012

15
第 68 ・ 70 図

SK25 土 器 ‐ 10.0 （6.1）
浅黄橙
橙

にぶい橙

橙
にぶい橙

ナデ
ナデ

ナデ
ナデ 粒

図
部 面

202302
000023
000024

16
第 68 ・ 70 図

SK25 土 器 甕 ‐ ‐ （9.5） 橙 橙
ナデ、

刷毛目か
ナデ、

砂粒 （石英、長石、雲母）
202302
000013

17
第 68 ・ 70 図

SK25 土 器 甕 19.6 ‐ （10.2）
橙

にぶい橙
橙

ヨコナデ、 刷毛目
ナデ

ヨコナデ、
ナデ、

砂粒 （雲母）、 細砂
粒 （ 石）、 粒 胴部最大径 ： 23.8

202302
000015

18
第 68 ・ 70 図

SK25 土 器 27.2 ‐ 10.5 橙
橙

浅黄橙
ヨコナデ
刷毛目

ヨコナデ
か

細 、 砂粒 （雲母、
石）、 粒

202302
000027

19
第 68 ・ 70 図

SK25 土 器 ‐ 12.4 5.4
にぶい橙
褐灰

褐灰
橙

ナデ ナデ
ナデ後ナデ 砂粒

部穿孔
部外面黒

202302
000022

20
第 68 ・ 70 図

SK25 土 器 ‐ ‐ 5.5）
橙
褐

‐ ナデ ‐
細砂粒 （雲母）

粒
202302
000014

21
第 68 ・ 70 図

SK25 器 13.8 ‐ 2.2 灰 灰
ナデ ナデ

ナデ後ナデ
細砂粒

202302
000017

22
第 68 ・ 71 図

SK25 器 14.0 ‐ 2.4 灰
黄灰
灰

ナデ、
、 ナデ

ナデ
ナデ後ナデ 砂粒

径 ： 2.3
202302
000016

23
第 68 ・ 70 図

SK25 8.0 6.5 3.7 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 234.1
202302
000026

24
第 68 図

SK30 土 器 ‐ ‐ 0.9 橙 橙
ナデか
ナデ

ナデか
細砂粒 （石英、 雲母）

粒
202302
000029

25
第 68 図

SK30 器 ‐ ‐ 0.9 灰 灰黄
ナデ

ナデ 砂粒（石英、長石、雲母）
202302
000031

26
第 68 図

SK30 器 17.0 14.6 2.1 灰 灰
ナデ

ナデ
細砂粒 （雲母）

粒
202302
000030

27
第 68 ・ 71 図

SK30 器 甕 ‐ ‐ 5.9 灰 灰
ナデ

沈線、 線
ナデ

細砂粒
砂粒

202302
000032

28
第 68 図

SK35 土 器 ‐ 12.1 2.5 橙
浅黄橙
橙

ナデか
か

摩耗 砂粒
202302
000034

29
第 68 ・ 71 図

SK35 土 器 ‐ 11.2 9.6 橙
浅黄橙
橙

ナデ、
、 ナデ

ナデ
ナデ

砂粒 （雲母）
粒

202302
000035

30
第 68 図

SK35 器 ‐ ‐ 1.1 灰 灰
ナデ

ナデか
摩耗 細砂粒 （石英）

202302
000036

31
第 68 ・ 71 図

S 8 器 14.6 ‐ （1.15）
灰
褐灰

灰
ナデ

ナデ 細砂粒
202302
000006

32
第 68 図

SP21 土 器 甕 ‐ ‐ （7.1）
褐灰

にぶい橙
橙

ナデ
細砂粒 （雲母） 外面黒

202302
000008

33
第 68 ・ 71 図

SP21 器 ‐
径

10.0
（5.85）

灰
灰

灰
ナデ、
、 ナデ、

後ナデ

ナデ
ナデ後ナデ

砂粒
202302
000009

34
第 68 図

SP31 器 ‐ ‐ 1.9 浅黄 灰
ナデ

ナデ 細砂粒 面
202302
000033
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第 6 遺 真
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第 0 遺 真
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第 1 遺 真

　第 の総括を たい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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Ⅸ．庄屋野遺跡（第 16 次調査）

１．調査に至る経緯

　本調査は、令和５年６月 27 日、土地所有者より久留米市安武町安武本字庄屋野五 2932 番 11 に

おける「埋蔵文化財包蔵の有無」の照会が提出されたことに端を発する。対象地は周知の埋蔵文化

財包蔵地である庄屋野遺跡の範囲内に含まれており、令和４年 10 月 18 日に実施した試掘調査の結

果、地表下 40 ㎝で複数のピットが確認されていた。開発予定建物の基礎構造上、遺跡の現状保存

が不可能であったことから、令和５年７月４日、土地所有者に対して発掘調査が必要な旨を回答し

た。土地所有者より発掘調査の依頼が提出されたため、同年８月 23 日から９月８日にまで発掘調

査を実施した。対象面積 200 ㎡のうち、調査面積は 84 ㎡である。

２．位置と環境

　本調査地は、第 11 次調査地の北西に隣接する。周辺環境の詳細は、第Ⅲ章を参照されたい。

３．調査の記録

（１）調査の経過

　今回の調査は、古代の遺構の広がりを確認するために行った。廃土置き場の確保が困難であった

ため、調査区を東西に分け反転して調査を実施した。令和５年８月 23 日に西区を重機による表土

剥ぎを開始し、翌 24 日から遺構検出、遺構の掘削・測量を行った。同月 30 日に西区の全体写真を

撮影し、翌 31 日に反転作業を行った。９月１日より東区の遺構検出、遺構の掘削・測量を開始した。

同月６日に掘削が完了し、全体写真を撮影した。７日に重機による埋戻しを行い、翌８日に機材

撤収を行い調査を終了した。遺構はトータルステーションで測量し、測量データは「遺構くん

cubic」で編集・保存した。ただし、土層図は水糸メッシュ法（1/10）で記録した。遺構写真はデ

ジタルカメラ PENTAX　K-1 を用いた。

（２）検出遺構

　調査地は水田として利用されており、床土の直下で遺構検出面が確認された。包含層はない。ピッ

トが多数検出されたが、建物等を構成する遺構は確認できなかった。主要な遺構は土坑１基である。

　土坑

　ＳＫ 60（第 73・78・79 図）

　調査区中央で検出した平面形が隅丸方形に近い形状の土坑である。土坑の周辺における遺構の分
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は、西 に 集 る 、東 には あまり分 しない。遺 の は長 長 2.44

、 長 2.04 、 96 を る。 面は 部で い を し、 面に 数の を 。

面の は、西部に集中しており、 等の 遺 している ある 、 、掘

には確認で なかった。 の 面にある の一部は、 掘り に 面を掘り ま ている。

面は 本 に平 に掘 ている。

　 や 恵 、 、石 し、遺 の から 前 に ると考 ら る。

（３） 遺 （第 74・75・80 ～ 84 ・第６表）

　今 の調査では、 ン ン ー２ 分の遺 した。 60 から した遺 と

である 、 から 遺 している。 、 恵 、 、石 した。

化 な の 掲載している。以下主要な遺 について る。

１～ 24 は 60 遺 である。１～ 13 は である。５は で、内面 部に３ の平行

した る。14 ～ 21 は 恵 である。14 ～ 16 は 、17 ～ 19 は で、14・15・18・

19 は内面の一部に平 面 あり、 用 と考 ら る 、 は確認で なかった。22 ～ 24 は石

である。22 は で表面と 面に平 な面 あり、 面と 一部 により 。また、

面と 部は を 成 している。 な は筑後国府跡第 199 次調査の 1982 から

SK60

SP32

SP35

SP66

SP64

SP70

西

33
210

.00
0

33
200

.00
0

Y
-47

060
.00

0

Y
-47

070
.00

0

0

調査

第 2 　遺 （1 100）
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している。筑後国府跡の は、表面・ 面 に 用により でおり、 石と 、 と

して 用 た ている。22 な利用 な た ある。24 は平面

の を る用 の石 である。 で６面と 平 に る。 0 は

70 の用 石 である。 山 で 面に 、平 面 確認 る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小川原）

A

A’

A A’

1

2

3

4

5

6

　 ン

高
1
0
.
0
0

高10.00

高10.00

高
1
0
.
0
0

高10.00

20

1. 。

2. 。遺 含 。

3. 。遺 含 。

4. 。 ロ 含 。

5. 。 、 ロ 含 。

6. 。遺 含 。

第 　 60 実 （1 40）
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第 4 　 遺 実 （1 4）
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硯面の範囲
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第 　 遺 実 （1 2：22 ～ 24・30、1 4：25 ～ 29）

0 0㎝ 0 5cm

0

22

23

2

25 2

2 28
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遺

番号 遺
種

（ ） 調 調整

備考
録

番号
口
長 ） ）

高
（ ）

面 内面 面 内面

1
第 74・80

SK60 17.0 7.6 1.8 、 含 しい
202310
000009 

2
第 74・80

SK60 23.2 - 2.7 
202310
000007 

3
第 74・80

SK60 13.7 - 3.6 白
白

に い
202310
000020 

4
第 74・80

SK60 - 10.8 2.9
白

に い 、
202310
000006 

5
第 74・81

SK60 14.4 7.4 2.6 
に い

に い 、
、 石

、 含
あり

202310
000022 

6
第 74・81

SK60 - 3.9 し しい
202310
000008 

7
第 74・81

SK60 - - 3.1
202310
000017 

8
第 74・81

SK60 16.2 - 4.6 に い 、 石、 含
202310
000018 

9
第 74・81

SK60 高 - - 2.4
に い に い

、
、 し り

202310
000021 

10
第 74・81

SK60 18.7 - 9.3 に い 、 、
長石、 石
白 子含

202310
000025 

11
第 74・81

SK60 16.7 - 11.6
に い

、 、 白 子、
含

202310
000029 

12
第 74・82

SK60 16.4 - 17.7
、 、

、
、 含

202310
000019 

13
第 74・82

SK60 22.2 - 17.3 に い 、
、 石、 、 子

、 含
しい

表面
202310
000023 

14
第 74・82

SK60 恵 - - 1.5
、

白 子含 平 面
202310
000028 

15
第 74・82

SK60 恵 20.4 - 2.3 わ かに含 平 面
202310
000010 

16
第 74・82

SK60 恵 20.4 - 2.7 白、
、

、 わ かに含
202310
000011 

17
第 74・82

SK60 恵 14.5 9.9 4.0 
、 り

202310
000026 

18
第 74・83

SK60 恵 - 8.4 2.2 に い に い 、 り 、 白 子、 含 平 面
202310
000027 

19
第 74・83

SK60 恵 - 9.8 2.4 に い
、
り

、 をわ かに含 平 面
202310
000014 

20
第 74・83

SK60 恵 - - 3.1
202310
000015 

21
第 74・83

SK60 恵 - - 22.8
白 タタ （ 子、平行） タタ （青 ）

202310
000024 

22
第 75・83

SK60 石 11.7 8.1 3.8 - - - -
面、 を

、540
202310
000013 

23
第 75・84

SK60 石 石 7.2 8.4 2.7 - - - - 用面４か所
202310
000012 

24
第 75・84

SK60 石 1.7 3.5 1.2 白 - - - - ６面
202310
000016 

25
第 75・84

S 35 - 8.8 3.4 に い に い 、 、 含
202310
000030 

26
第 75・84

S 32 - 10.6 2.2 、 り し高
202310
000001 

27
第 75・84

S 64 - - 5.5 、 、 含
202310
000002 

28
第 75・84

S 66 18.0 - 7.5 、 、 含
202310
000003 

29
第 75・84

S 70 7.8 3.0 2.4 - 、 - 、 含
202310
000004 

30
第 75・84

S 70 石 10.1 3.0 3.2 白 - - - - 面に
202310
000005 

第６ 　庄屋野遺跡第 16 次調査 遺 表

　今 の第 10 ～ 16 次調査で確認した遺 は、 １ 、掘 ２ 、 ９ 、 数

である。 と掘 の計 は第 次調査で確認した、 ～ 13 度東に る 群の中

にお まる。また、 遺 の 期は 代を し、以前の調査で した遺 の 期と ない。

第 15・16 次調査においては 用 しており、 の 在を る。今 の調査によって、

第 次調査において確認 た集 の りを確認 る と で た。　　　　　　　　（長谷川）
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第 6 　西 （東から） 第 　東 （西から）

第 　 60 積 （ 東から） 第 　 60 掘 （東から）

第 0 　 遺 真

1 2

3 4
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第 1 　 遺 真

6

10 11
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第 2 　 遺 真

12 13

14 1

16 1
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第 　 遺 真

1 1

20 21

22
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第 4 　 遺 真

2 24

2 26

2 2

2 0



．高三潴遺跡（第 14 次調査、概要報告）

１ 調査

　令和５年９月 日、 所 者から個人住宅 に

い久留米市三潴町高三潴 塚 西 130-1 の一部に

お る 埋蔵文化財 蔵の について（ 会）

た。 は高三潴遺跡内に し、 掘調査

の 果、 により遺 る と 確であっ

たため、発掘調査 要な を した。現 での調

査期間は、令和５年 10 月 16 日から 11 月 17 日までで

ある。

２

　調査 は久留米市西部である三潴町に る。

は の 部にあたり、 の 積 より一

高い。 100 に る第 ・ 次調査 は

に 高 高い に る。一 は、 生 代前

期 から後期を中 と る高三潴遺跡に含ま 、 に

生 代後期 の である 高三潴

集 た と 知ら ている。

　　　　　　　

　　　　　　　３ 調査

　 た遺 は井 １ 、 、 である。

井 は調査 で 、 等 は 、

生 や石 等 した。遺 の から井 は

生 代中期の のと る。また、 数の

から や の 等の遺 体 数 した。

調査 は高三潴遺跡の中で 部に し、集

高の い 部にまで っている

と した。　　　　　　　　　　 　　　　（河野）

第 調査 の （1 25 000）

第 6 西 （東から）

第 井 掘 （東から）
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各種開発確認調査

久留米城本丸跡（第 １ 次調査）

筑 後 国 府 跡（第 313 次調査）

西 郷 遺 跡（第 ２ 次調査）

　　　　　筑 後 国 府 跡（第 314 次調査、概要報告）

　　　　　東櫛原今寺遺跡（第 14 次調査、概要報告）

　　　　　筑後国分寺跡（第 46 次調査、概要報告）
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Ⅺ．久留米城本丸跡（第１次調査）

１．調査に至る経緯

本調査は、久留米市篠山町で実施した確認調査である。今回の開発の目的は、令和３年（2021）

の有馬氏入城 400 年にあたり、篠山神社の境内管理のため多目的に使用できるスペースを確保する

ことで、日常的な管理と史跡の活用に繋げていくことにある。多目的広場は、参道西側に 30 ｍ×

5.0 ｍ（約 150 ㎡）の範囲で整備される。工事内容は、西側の 30 ｍ× 1.7 ｍを最大 165 ㎜漉き取

り、東側に幅 400 ㎜、深さ 150 ㎜の掘削を施す。その後、全面に砂利舗装を敷き詰め、現高から最

大 30 ㎝の盛土施工を行う。また、既存のツツジの生垣と松の巨木は撤去するというものだった。

令和３年５月６日、事業者である宗教法人篠山神社（宮司：山田茂人）より、久留米市篠山町

444 番地における多目的広場整備に先立つ「埋蔵文化財包蔵地の有無」の照会が提出された。同地

は篠山神社境内に含まれ、昭和 58 年（1983）３月 19 日に指定された県指定史跡（史跡第 54）の「史

跡久留米城跡」に位置するため、現状変更の届出と発掘調査が必要である旨を回答した。

令和３年５月 19 日付で、事業者より福岡県教育委員会教育長宛に「福岡県文化財現状変更許可

申請書」が提出され、６月 15 日付の３教文第 529 号で許可が下りた。また、整備に先立つ確認調

査についても同申請書を提出し、７月７日付３教文第 693 号で許可が下りている。

６月 11 日には、現地にて篠山神社側の関係者と事前打ち合わせを実施した。これを踏まえて、

現地での確認調査は、７月９日より開始し８月 23 日に終了した。なお、対象面積 165 ㎡のうち、

調査面積は151.7㎡である。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小澤）

２．位置と環境

久留米市は筑紫平野の中心部に位置し、「筑紫次郎」の異名を持つ筑後川の中流域に面する。筑

紫平野を流れる筑後川は、宝満川と合流して流れを南西へと変える。久留米城本丸跡は、筑後川左

岸に形成された半島状の低位段丘の北西隅に位置し、第１次調査地点はその最頂部に近い標高約

22 ｍに立地する。

周辺での最古の遺物は、久留米城外郭遺跡で出土したナイフ形石器である。後世の遺構への混入

品だが、旧石器時代後期には台地上が狩場として利用されていたことが窺える。

　縄文時代の遺構として、中原遺跡と南薫西遺跡で検出された落とし穴状遺構が挙げられる。台地

上を舞台に獲物を落とし穴に追い込む狩猟が行われていた可能性があり、久留米城外郭遺跡や久留

米城下町遺跡、南薫西遺跡で出土した打製石鏃もこれを示唆する。ただし、落とし穴状遺構以外の

明瞭な遺構は確認されておらず、時期が明確な遺物も中原遺跡の押型文土器以外は出土していない。
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第 　調査 と の遺跡分 （1 25 000）

第 　調査 の と （1 2 500）

遺 跡

． 跡

． 跡

． 跡

． 跡

． 遺跡

． 遺跡

．

．

． 遺跡

1 ． 遺跡
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1 ． 西遺跡
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1 ． 遺跡

1 ． 遺跡

1 ． 遺跡

2 ． 遺跡
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　弥生時代には墓域が点在し、久留米城外郭遺跡や京隈侍屋敷遺跡、櫛原侍屋敷遺跡、東櫛原今寺

遺跡、辻遺跡、石丸遺跡で甕棺墓が見つかっているほか、東櫛原今寺遺跡と南薫遺跡では木棺墓や

石棺墓が検出された。特に、石丸遺跡では二列埋葬が確認されており、管玉の副葬や、磨製石剣や

銅剣が出土した甕棺墓群が注目される。同時期の竪穴建物は、久留米城外郭遺跡や東櫛原今寺遺跡、

石丸遺跡で確認されており、墓域に対応する集落の可能性が指摘されている。出土遺物は、京町侍

屋敷遺跡で出土した磨製石剣や、東櫛原今寺遺跡で竪穴建物から出土した磨製石剣の切先、久留米

城外郭遺跡と小森野川底遺跡で出土した磨製石戈が注目できる。

古墳時代には、低位段丘の西端に日輪寺古墳が築造される。５世紀末～６世紀初頭の前方後円墳

であり、石室の石障に同心円文の線刻が施されている。日輪寺古墳の周囲では、京隈侍屋敷遺跡

第 33 次調査で古墳の周溝が検出されており、往時は複数の古墳があったことが示唆される。京隈

侍屋敷遺跡では、第 26 次調査で６世紀後半から８世紀後半の溝、第 32 次調査で６世紀の土坑、第

33 次調査で掘立柱建物や井戸、土坑が検出されている。久留米城外郭遺跡出土の模倣坏や十間屋

敷遺跡の６世紀末頃～７世紀の掘立柱建物や区画溝、東櫛原今寺遺跡の５世紀前半の土坑とともに、

古墳周辺の集落の存在が想定できる。なお、小森野川底遺跡では滑石製の子持勾玉が出土している。

古代には、承平年間（931 ～ 938）に成立した『和名類聚抄』に登場する筑後国御井郡八郷に節

原郷と鳥飼郷の名が見える。古代の遺構は、京隈侍屋敷遺跡第１次調査で８世紀の土坑、十間屋敷

遺跡で竪穴建物や土坑が検出された。南薫西遺跡では、第６次調査で正方位に並ぶ掘立柱建物群が

検出され、多数の瓦や刻書土器、墨書土器が出土したことから、節原郷の中心集落を彷彿とさせる。

低位段丘の南部では、中原遺跡の７世紀の溝や、鳥飼小学校校庭遺跡の溝と土壙墓が鳥飼郷の様相

を示す。『日本書紀』巻第二十九には、天武天皇七年（678）12 月に筑紫国で大地震が起きたとい

う記述がある。このいわゆる「筑紫地震」は、耳納山地北麓の水縄断層が活動したことで起きたと

されており、久留米市内には筑紫地震に伴うとみられる地震痕跡が点在する。久留米城周辺では、

鳥飼小学校校庭遺跡で検出された地割れ痕跡や噴砂痕が筑紫地震に伴うものと考えられている。

中世の様相は、辻遺跡で検出された土壙墓や京隈侍屋敷遺跡の土坑と区画溝、櫛原侍屋敷遺跡

で見つかった 15 ～ 16 世紀の溝が示している。久留米城の場所に土豪が城郭を築いたのは永正年間

（1504 ～ 1521）と伝わり、天正年間には、高良山座主の麟圭が立てこもったとされる。周辺では、

大石館や大隈館、春野屋敷といった屋敷の伝承がある。『筑後将士軍談』には、大隈館の比定地で

礎石が出土したという記述があり、鳥飼小学校遺跡で検出された同時期の溝と共に注目できる。

　天正 15 年（1587）、豊臣秀吉の九州国割に伴い、小早川秀包が久留米城に入城した。秀包はキリ

シタン教会を築くなど城下の整備を行ったが、慶長５年（1600）の関ヶ原の戦いで西軍に付いたため、

翌６年（1601）に改易となった。筑後国主となった田中吉政は柳川城へ入城し、支城である久留米

城には嫡子の吉信が入ったとされている。元和元年（1614）に一国一城令が出されたが、久留米城

が破却されたかは不明である。元和６年（1620）、二代忠政が無嫡のまま死去したため田中氏も改

易となり、翌７年（1621）に丹波国福知山から有馬豊氏が久留米城に入城した。　　　　　　（西）
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第 0 　絵 と に る久留米城本丸（ ）
久留米市 （ 治 35 年、1902 年）

保年間久留米城下 （1830 年～ 1844 年 ）

年久留米市 （1680 年）

久留米市 （ 和６年、1931 年）

　 政二年 （1855 年）

元 年 古 （ 1701 年）
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３ 調査

（１）調査

久留米城本丸跡は 和 34 年（1959）に 大 考古 石 の 調査（ １）、

和 38 年（1963）に福 大 久留米分 （現・福 教育大 ） 石 の 調査（ ２）を行っ

た と ある 、本丸内部の調査は実施 た と 、本丸 な の の は

った。 で、本丸内の の現 の 、 に絵 との を行 ために確認調査

を行 ととなった。なお、調査 は 史跡に含ま る とから、発掘調査は遺 の上面確認に

留め、一部を 掘 は行っていない。

　令和３年 月９日、 の中 を し調査に した。 月 12 日に現 作業員を して

ン を し、表 の掘 を めた。調査 西部で と 、石 からなる 石 を確認

した 、 を確認 るために４本の ン を掘 し、 した 石 や整 の と

を確認しつつ、 や遺 の 、生 の の掘 を行った。 月３日には、 の確認と

の遺 の を ら ために、 の掘 を めた。 月４日、調査 部の

ン の を実 し、 ５日から調査 の清 を めた。 月６日、 ローンで調査 と本丸の

を し、 生を兼 て の 収を開 した。東 ン 開会 に を

、 の 収と を行 った 、 月 11 日以 は 続 、11・12 日に ン の

体と を行 にと まった。 に 13 日以 は 化し、18 日までの令和３年 月 に

わ た。 月 19 日以 、 を いな ら し、 月 20 日に の 収と を

実施した。 月 23 日に 収を 、調査 を施 業者に して、現 での調査を した。

（２） 本

　本調査 の現 は 山 の 内で、 記 前のロータ ーに面 る。ロータ ーに っ

第 2 　調査 （ 東から）第 1 　調査前 （ 東から）

（１） 山 山城跡石 遺 　久留米市教育委員会『久留米市文化財調査報告書第 集』　 和 49 年

（２） 野 三『久留米城跡調査概報』　 和 38 年（ ・ ・ 『筑 史 』第 　平成 年に 録）
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て生 か、 、 、 てあった。調査 の 表は、 を含 め

ら 化した や 。 の下に、１～３ の を含 や の

あり、 の 下の 表下 0.2 ～ 0.3 、 高 21.05 ～ 21.2 で整 や 石 、 山に る。

遺 の一部は、 の整 で した。調査 や一部の で した 山は、 化した

を含 主体で、 や白 を一部含 。

（３） 遺

　主な遺 として、 ２ と埋 ４ 、整 、 石 を した。

第 　遺 （1 200）

0 10m

Y=-45,850.000 Y=-45,840.000

X=36,520.000

X=36,510.000

X=36,500.000

X=36,490.000

SK10

SK5

SX1

SX2

SX23

SX3

A

A’
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第 4 　調査 （ 西上 から）

第 　久留米城本丸跡 （西上 から）

第 6 　本丸上 から 面を （ 西上 から） 第 　本丸上 から 面を （ 東上 から）
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　 ５（第 93 ）

調査 中 部で した である。東 は調査 に 、 な の平面を る。

面の は、 1.04 、東西 1.01 以上を り、 0.3 まで掘 した。 遺 は丸 や

平 大 を め、 や坂東寺 と ら る の 含ま る。

　 10（第 98 ）

　調査 中 部で した である。 は ン

後 し、東 は調査 に 、 の平面を ると

ら る。 面の は 0.59 、東西 0.75 で、 は

大で 0.29 を る。遺 は大 の丸 と平 に 、白

の と タ 、丸 した。

　

　 １（第 99 ）

調査 西部 で した、遺 に口 部を確認し

た の埋 である。口 部の西 は、ロータ ー 石の掘

後 し、 面で ている とから、上 分 していると考 ら る。 面での

は、45 に 元で る。遺 に留めたため、取り上 た 遺 は の 部 の である。

　 ２（第 100 ）

調査 西部 で した、 の埋 である。遺 に口 部を確認した 、生 に

し掘 は である。遺 の西 分はロータ ー 石の掘 後 し、上 分 している

と考 ら るのは、 １と である。 面での は、45 に 元で る。 ら 遺

に留めたため、取り上 た 遺 は平 の と の 部 の である。

　 ３（第 101 ）

調査 部の ン で した の埋 である。 の からなる整 に後

る。掘 は 0.58 、東西 0.91 を り、 や の 、 ロ を含 で満た

る。埋 は口 部の は 0.45 、 0.26 を る。埋 は、 の を含

める。 内部からは埋 の と の の した か、 からは ３の のと ら

る 大 の口 部、丸 や平 の 、 や タ の した。

　 2 （第 102 ）

　調査 西部で の を掘 に した、 の埋 である。掘 は 0.65 、東

西 0.57 、掘 から埋 部までの は 大で 0.24 を る。埋 の大 は と の埋

に たらし 、 部の高 11 の 現 を保っており、 に大 の の

した。埋 の 部は しており、 の の 遺 は、 に した平 の

の である。

第 　 10 実 （1 40）

0 1

高 21.50

0
5
.
1
2

高
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第 　 １ （ 東から） 第 100 　 ２ （ 東から）

第 101 　 ３ （ 東から） 第 102 　 23 （ 東から）

　 遺

　 （第 103 ～ 108 ）

ン で した の整 と、調査 部で した青 の整

、調査 中 部の や を含 に三分 る。

の整 （第 103 11 ）は、 ン で した。 や な り

の遺 後 し、 1.8 、東西 5.9 に 在 る。 の を に含 、 ま

り 化面を 成 る。 ン の や後 る遺 の 面から、 山 上に 成 ている。

　青 の整 は、調査 部の 4.8 、東西 3.1 にわたって分 る。東 は

調査 に び、 の三 は 後 る。当 、 の と考 ていた 、 後に

した とから、 代の整 と した。 以 に 、 の している。

　調査 中 部の は、 や を含 。 の掘 から、 は 10 ～ 20 で、 の下

には、 大 に埋まっている。 からは、 や 、 タ の した。

　 （第 109 ）

　調査 の 6.3 、東西 4.5 で した。西 と は調査 に 。 主体で、

や石 、 タ の からなる 分 る。 の かには、 子や 、 の

や、 の の した。
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第 10 　 ン （1 20）

第 104 　 ン 西 （ 西から） 第 10 　 ン 中 （ 西から）

第 106 　 ン 東 （ 西から） 第 10 　青 整 （ 西から）

0 1

高 21.60

高 21.60

１. （ 0.5～５ mの と を含 ）タタ めら 、 化面を

　　面を 成。表

２． （ 0.5～３ mの を 含 ）タタ めら 、 化面を

　　成。表 　

３． 。ロータ ー 石掘

４． 小 ロ 小 ロ （ の 小 ロ

　　と 、 小 、 を含 ）

５． （ 子と 子を 含 ）

６. （第５ と じ、 １～３ m大の を 含 ）

．

. （ １～３ mの と 化した を含 ）

９. に い （ 、 子を含 ）

10. （ ロ 、 １～２ mの を含 ）

11. （ 、 小 ロ を 含 、 １

　　～６ mの を に含 ） まり、上面は 化

　　面を 成。 の整 か。　　　　　　　　　　　　　　

A

A’

４
５

掘

11
11

11 ６

10

３ ４

埋 ー

　　掘

11

２２ ２

２

１

２
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第 10 　調査 中 部整 （ 東から）　 第 10 　調査 部 石 （ 東から）

（ ） 遺 （第 110・111 、第 表）

　遺 に留めて 掘していない 、 遺 の総 は ン ン ー 14 分に 。 と

代の 大 を め、古代から中 の や 恵 、 の や 、 、 、

や ー 、化 な の や ー といった 、 や 、 な の 、

タ 、石 ら る。 の内、 から した を る や、埋 、 古

の遺 、 な を報告 る。 や 調な の は、第 表を たい。 

１～３は、 10 の である。１と２は平 で、小口面に１は 山と川 、２は 丸に （ま

たは か） の を る。２は表面 化している 、１は 化しておら 、 ２より い。

３は、 10 に した 平 で、三 文と 整 文を施 。 面には、 部の

る。 は ３の内部から した、埋 の口 部 と ら る の大 である。５は

第 110 　 遺 実 （1 8：4：5、1 4：1 3・6 8、1 2：9・10）

（4 ）

00 10 0 20

（ 10）（1～ 6～ ）

SK10

2

4

10

2

1

拓 （等 ）

6
7
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第 111 　 遺 真

第 　久留米城本丸跡第１次調査 遺 表

遺
N . 遺

種　 　
種

　 　 　調 調　整・文　 　
　

・備考
録

番号
口
長

高 面（ 面）
表面

内面（ 面）
面

面（ 面）
表面

内面（ 面）
面

面・高
（小口面、 当）

１
第110 ・111

10
平 （7.9） （8.1） 1.45

～
、

、 。 子、
を含

山に川
202111
000008

２
第 110 ・111

10 平 （10.0） （7.3） 1.7
し 。

を含
表面 化

丸に
202111
000006

３
第 110 ・111

10
平 （9.0） （20.0）

1.6 ～
3.7

に い
～

三 文
整 文

。 、
を含

部
により

202111
000007

４
第 110 ・111

３ 大 （43.2） （8.9）
、

の と
を含

口 部
202111
000001

５
第 110 ・111

23 大 （36.0）
～

に い
、 、
を含

内 面
202111
000029

６
第 110 ・111

部
化面

恵 （4.5） 青
平行文

青 文
。

を含
部

202111
000030

第 110 ・111
（11.2） （2.8）

４本 の
、

を含
部

202111
000031

第 110 ・111
丸 10.7 9.5 9.8

～
長三つ

文
202111
000009

９
第 110 ・111

表 2.25 0.15 青 2.45 永
202111
000101

10
第 110 ・111

1.9 0.15
一部 青

日本国 50
和二 二年

文、 書
で

2.08 小 50
202111
000103



Ⅺ．久留米城本丸跡（第１次調査）

－ 77 －

Ｘ 23 付近で出土した土師器の大甕で、ＳＸ 23 の破片と判断した。内外面共に摩耗が著しいが、外

面胴部に調整痕がみられる。６は、調査部北部の整地層で出土した須恵器の破片である。７は、調

査区北部の樹根周囲を掘削中に出土した、土師器の擂鉢である。８は撹乱から出土した軒丸瓦で、

数少ない完形の瓦である。９と 10 は銭貨である。９は緑青に覆われているが、微かに「寛」「寶」

の文字が残る。10は昭和 22 年銘の小型 50銭黄銅貨である。　　　　　　　　　　　　　　　（西）

４．総括

（１）検出遺構について

既に述べたとおり、今回の発掘調査は確認調査のため、遺構の完掘は行っていない。そのため、

遺構の規模や出土遺物の特徴、年代について不完全であることは否めない。以下、この前提に立っ

て検出遺構の検討を行う。

まず２基の土坑は、いずれも瓦片が詰まっていた。ＳＫ５は坂東寺焼の細片、ＳＫ 10 はモルタ

ル片が出土したことから、ＳＫ５は幕末以降、ＳＫ 10 は近代以降の所産である可能性が高い。瓦

を廃棄した際の土坑と想定でき、後述する廃城以降の所産とみられる。

４基を検出した埋甕は、いずれも土師質の大甕であることが注目できる。大甕の年代は、久留米

城下の発掘調査例から 18 世紀まで遡る可能性もある（注１）が、今回検出した埋甕は石炭殻やモル

タル片を含む灰褐色土に後出することから、近代の遺構と考えられる。

整地層のうち、調査区北端で検出した淡黄色粘土の整地層は、緑泥片岩のチップを大量に含み、

転圧をかけて整地したと考えられる。その範囲は本丸御殿の一部に収まり、出土遺物は無いが、近

世まで年代が遡る可能性がある。その他の整地層や調査区南部の砕石層では、モルタルや石炭殻の

破片が出土しており、近代以降の所産であることが想定できる。調査区中央部の灰褐色土の層の下

には、大量の瓦が埋まっており、砕石層が北側に広がる可能性が示唆される。

　以上、今回の調査で近世に遡る遺構は、調査区北端で検出した整地遺構のみである。本丸御殿の

築造にあたって、地盤強化のために行われた整地と考えられ、有馬豊氏による築城に高度な土木技

術が用いられたことが明らかとなった。同時に、調査区の南半分は撹乱が目立ち、近代以降に幾度

も改変されていることが明らかとなった。

（２）出土遺物について

　出土遺物に目を向けると、まず陰刻を有する平瓦が注目できる。いずれも、他の城郭や城下町に

類例が無く（注２）、久留米周辺で製造された可能性が高い。図示した軒平瓦と軒丸瓦は、久留米城

【注】

（１）久留米市教育委員会『久留米城下町遺跡　―第 17 次調査―』久留米市文化財調査報告書第 262 集　平成 20 年

     久留米市教育委員会『久留米城下町遺跡（通町十丁目）―第 22 次発掘調査報告―』久留米市文化財調査報告書 337 集

     平成 25 年

（２）埋蔵文化財研究会『第 66 回埋蔵文化財研究会　幕藩体制下の瓦　―近世都市遺跡における生産と流通―』　平成 29 年

　　　　ただし、小倉城下では「山に上」の陰刻が施された瓦が複数地点で出土している。
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下の分類（注１）の軒平瓦Ｃ類と軒丸瓦Ａ類にあたる。軒平瓦は、三葉文と渦巻が上下に並ぶ均整唐

草文を施し、久留米城下町遺跡第１次調査（注２）のＳＫ 21 出土品に類似する。また、筑後地域では

18 世紀後半に軒平瓦の文様が三葉文から菊花文に変化することが指摘されている（注３）。これらの

点から、今回図示した軒平瓦の年代は、18 世紀に収まると考えられる。

　土坑や砕石層の瓦の由来だが、考えられるのは明治初頭の久留米城廃城に伴う本丸御殿の解体、

もしくは昭和４年（1929）に篠山神社本殿が瓦葺から銅板葺になった（注４）改修である。この時大

量に発生した瓦の再利用及び廃棄のために、調査区南部の瓦礫層や、調査区中央部の土坑が掘削さ

れた可能性が高い。

　１点のみが出土した須恵器は、平行文・青海波文叩きやカキ目など、古墳時代から古代の須恵器

の特徴を有する。久留米城本丸跡では、今回の発掘調査以外でも須恵器の破片が表採された例があ

るほか、故古賀壽氏が古瓦を表採したことがあるという（注５）。久留米城の場所に初めて城郭を築

かれた、永正年間（1504 ～ 1521）以前の久留米城本丸跡に関する記録や伝承は未だ見つかっていな

いが、筑後川に面した丘陵が利用されていた可能性を示す資料である。

　土師質の擂鉢は、陶器の擂鉢の出土例が圧倒的に多い久留米城下において、数例にすぎない土師質・

瓦質の擂鉢の１点である。これらの土師質・瓦質の擂鉢は、京隈侍屋敷遺跡第 12 次調査（注６）や櫛

原侍屋敷遺跡第19次調査（注７）のように16世紀まで遡る例もあるが、久留米城下町遺跡第１次調査（注

８）や久留米城外郭遺跡第 15 次調査（注９）・第 19 次調査（注 10）・第 24 次調査（注 11）、京隈侍屋敷遺

跡第 13 次調査（注 12）のように 17 世紀の出土例が多い。周辺の土器編年でも、土師質の擂鉢の登場

は 15 世紀以前に遡り、その上限は 16 世紀から 17 世紀初頭とされている（注 13）。

　久留米城の場所に土豪が城郭を築いたのは永正年間（1504 ～ 1521）と伝わり、天文年間（1532

～ 1555）に三井郡司某が再興したという伝承がある（注 14）。今回出土した擂鉢は底部の破片、しか

【注】

（１）久留米市教育委員会『久留米城外郭　佐々木家屋敷跡』久留米市文化財調査報告書第 96 集　平成７年

（２）久留米市教育委員会『三本松町遺跡』久留米市文化財調査報告書第 74 集　平成４年

（３）秦憲二「矢加部町屋敷遺跡のまとめ」　九州歴史資料館『矢加部町屋敷遺跡Ⅳ・蒲船津西ノ内遺跡・蒲船津水町遺跡』有明

　 　海沿岸道路大川バイパス関係埋蔵文化財調査報告第 12 集　平成 24 年

（４）篠山神社社務所のご教示による。

（５）久留米市教育委員会『久留米城外郭遺跡　―第 19 次発掘調査報告―』久留米市文化財調査報告書第 328 集　平成 25 年

（６）久留米市教育委員会『京隈侍屋敷遺跡　―第 12 次調査―』久留米市文化財調査報告書第 277 集　平成 20 年

（７）久留米市教育委員会『櫛原侍屋敷遺跡　―第 19 次発掘調査報告―』久留米市文化財調査報告書第 365 集　平成 28 年

（８）注２文献『三本松町遺跡』

（９）久留米市教育委員会『久留米城外郭遺跡　―第 15 次発掘調査報告―』久留米市文化財調査報告書第 298 集　平成 22 年

（10）注５文献『久留米城外郭遺跡　―第 19 次発掘調査報告―』

（11）久留米市教育委員会『久留米城外郭遺跡　―第 24 次発掘調査報告―』久留米市文化財調査報告書第 374 集　平成 29 年

（12）久留米市教育委員会『久留米市指定文化財坂本繁二郎成果保存修理工事報告書』久留米市文化財調査報告書第 301 集

   　平成 23 年

（13）久留米市教育委員会『安武地区遺跡群Ⅷ』久留米市文化財調査報告書第 365 集　平成６年

　　 田中克子「野多目Ａ遺跡群第４次調査出土の近世初頭の遺物について」　博多研究会『博多研究会誌　法哈噠』第５号　

     平成９年

　　 楠瀬慶太「日用雑器類から見た中世博多の土器様相　―調理具を中心として―」　日本中世土器研究会『中近世土器の基礎

　　 研究』22　平成 21 年

（14）矢野一貞『筑後将士軍談』　嘉永６年（筑後遺籍刊行会『筑後国史　筑後将士軍談』　大正 15 年～昭和２年）
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第 112 　 山 前 石 （ 西から） 第 11 　 山 前 石確認 （ 西から）

遺 に 遺 ではないとい 制 はある 、 らの や 国 る前の久留米城

との る。

（３）

今 の発掘調査中、 山 の 前に 石 あるのを発 し、 った 、 して

真を した（第 112 ～ 114 ）ので、併せて報告してお 。

石は２ に分か る。 の 石は 0.5 、東西 0.9 、主 -14 - および

-78 - を り、 間 を る５ の 石からなる。 の 石は東西 1.25 、主

-79 - を り、 の３ の 石からなる。

らの 石は、主 や しており、 一 期の のと考 ら る。また、

山 の の主 とは なる とから、 代以 の所 と 考 に い。 で、本丸

の平面 と久留米城本丸跡の平面 （ １）を 成したと 、 中 部の 間と 間を 、

下に面した中 に る と した。主 本丸 に る から、 の

石は現 る本丸 の遺 である 高い。

（ ） 久留米城本丸跡

　元和 年（1621）に久留米城に った は、元和元年（1615）の一国一城令のためか、

所 い 果て 小 った城 の に した。 に、 に 屋 を、 に

ま た に城下町を し、 保３年（1646）までの 25 年をか て城下の を整備した。

本丸の整備は、 城 年の元和 年（1622）には 国 後 城内 堀等 （ ２）や 久

留米城 成 （ ３）の記 文 に る。元和９年（1623）には 城 堀 屋 等

、 本丸 まり（『石原 記』） とあり、本丸を含 城の 進 でいた と

で る。しかし、二 丸と三 丸、 を含 大な城 の整備にはなお 間 かかったらし 、『石

原 記』に 城 堀成 の文 るのは、 府から 10 年 した 永 年（1631）

の とである。

（１） 利郎 久留米城 　 井清 ・吉田 ・平井 ・ 『 ・ 』 元体 日本の城 　 せい　平成４年

　　 原 『 原文庫蔵 絵 治 年の 国城 調査記録』　 光 　平成 29 年

（２）石原 平『石原 記』　筑後史 会　 和 19 年（後に 。名 、 和 48 年）

（３） 田 吉『久留米小史』 三　 治 27 年
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第 114 　 山 前 石 ・実 （1 400、1 20）

１

20

36 545.000

45 827.000

Y -45 840.000Y -45 850.000

36 520.000

36 540.000

36 530.000

Y -45 830.000

36 550.000

Y -45 810.000Y -45 820.000 Y -45 800.000

本丸 の は、
　小澤 作成した
　を元に、西 成
　した。

調査
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本来なら、本丸の整備と現代までの変遷について、文献史料を提示して調査成果との比較を行い

たいところだが、本丸を含む久留米城と城下町の変遷については、過去に何度も言及されていると

ころであり（注１）、改めて行う紙幅は無い。また、今回検出した遺構は北端の整地層を除き、大半

が近代以降に収まる。そこで本報告では、検出した遺構にも関連する廃藩以降の近現代の本丸跡に

ついて述べておく。なお、概要は第８表にまとめたので、併せて参照されたい。

明治３年（1870）から明治４年（1871）の久留米藩難事件に伴い、藩知事が不在という不安定な

情勢の中、明治４年４月 14 日の廃藩置県により久留米県が設置された。久留米県の知政府は城内

に置かれ、７月 25 日には布告に伴い御本丸表御門が県庁表御門に改称された。11 月 14 日、久留

米県の廃止と三潴県の設置に伴い、旧久留米県庁は三潴県出張所に改められることになったが、翌

明治５年（1872）２月 24 日の出張所改称の直前、２月 20 日に事務機能は旧藩校の明善堂に移った

（注２）。これ以降、久留米の政治の中心は３月に旧御使者屋（現・両替町公園）へ移転した三潴県

庁に移り、本丸の行政府としての役目は終焉したとされている（注３）。

三潴県出張所設置と同じ２月 24 日には、城郭近辺と城内の土居の樹木が伐採され３月 20 日に士

族へ払い下げられる（注４）など、機能を終えた本丸の設備が早くも撤去され始める。陸軍省を経

て大蔵省の管理となった本丸跡は売却されることとなり、８月４日、「旧久留米城城郭」の見立の

入札期限を７日まで延長する布達が出されている（注５）。この入札の結果、久留米城は豊後国竹田

の谷川忠悦が 100 両で落札した（注６）。８月 18 日には、23 日から 25 日の「四ツ時ゟ七ツ時（午前

10 時～午後４時）」に「旧城」を開放する布告が出された（注７）。実際、８月 18 日に町方から大勢

の見物客が御殿と本丸東側の柳原を訪れ、握り飯を食べる者がいるなど「誠に珍敷事に御座候」と

記録されている（注８）。10 月 29 日には大手門などの門や家老屋敷の取り壊しが始まり（注９）、本

丸跡も石垣も取り壊されようとしたが、久留米城が他国に渡るのを危惧した緒方安平と古賀清蔵、

古賀友平、富松某が買い取って阻止した（注 10）。

【注】

（１）古賀幸雄「毛利秀包と久留米」　久留米市史編さん委員会・編『久留米市史』第２巻　久留米市　昭和 57 年

　　 田中俊博「久留米城の修築と城下町の建設」　『久留米市史』第２巻

　　 小澤太郎「コラム　筑後久留米本丸絵図と石垣普請」　久留米市文化財保護課『久留米市文化財保護課年報』Vol.13　

　　 平成 30 年

　　 古賀正美『久留米城とその城下町』　海鳥社　平成 30 年

（２）以上、廃藩から久留米出張所移転までの動向は、下記の文献を参考にした。

 　　深谷真三郎「廃藩置県と三潴県」　久留米市史編さん委員会・編『久留米市史』第三巻　久留米市　昭和 60 年

（３）注１文献『久留米城とその城下町』

（４）加藤田平八郎『加藤田日記』　久留米郷土研究会　昭和 48 年

　　 久留米市『續久留米市誌』下巻　昭和 30 年

（５）三潴県庶務課「旧久留米城郭見立入札ノ事」　久留米市史編さん委員会・編『資料編　近代』久留米市史第 10 巻　久留米市　

 　　平成８年

（６）坂口寛司「石橋マツ子傳」　『郷土研究筑後』第６巻第５号　昭和 13 年（昭和 50 年再版、筑後復刻委員会）

（７）注４文献『加藤田日記』

　　 三潴県庁「久留米旧城縦観ノ事」　『資料編　近代』久留米市史第 10 巻

（８）石本猪平、石本 昭一：翻刻、古賀 正美・山口 淳：校注『諸國見聞』　海鳥社　令和４年

（９）注４文献『續久留米市誌』下巻

（10）注６文献「石橋マツ子傳」
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第 　 以 の久留米城本丸跡の
年代 本丸跡改変の記録 その他の本丸跡に関する出来事
治４年

（1871）
・４月 14 日、久留米 、知政府 城内に る。

治５年
（1872）

・２月24日、城 と城内の の 木 る。
・10 月以 、本丸内の 体 る。石 体

よ とした 、 平ら い て る。

・２月 20 日、三潴 の事務 に 。行政府としての本丸跡 る。
・ 月、 後国竹田の谷川忠 100 で城を る。
・ 月 18 日～ 25 日、城内 一 開 る。
・ の年、久留米城は の となる。

治 年
（1874）

・10 月 23 ～ 30 日、本丸と三 丸で博覧会 開 る。

治 10 年
（1877）

・ 月、 山 る。

治 12 年
（1879）

・ 山 の本 ・ ・中 ・ か る。

治 21 年
（1880）

・ 内の木 育つ。 内には本 ・ ・ 務所・
蔵・絵 な あり。

治 22 年
（1889）

・石人 る。

治 25 年
（1892）

・ 名 、大 部博 、西 忠
る。

治 26 年
（1893）

・井上 生 記 る。

治 35 年
（1892）

・西 忠 、井上 代 る。

治 36 年
（1893）

・ 田一 生 る。

治 43 年
（1910）

・高 大 る。

治 44 年
（1911）

・ 田一 第二 る。

大 ３年
（1914）

・小河真文 生 る。

大 12 年
（1923）

・５月、 塚 前の石橋を大 口に る。

和４年
（1929）

・本 ・ ・中 ・ の屋 を から に
る。

和６年
（1931）

・ 丸を 平し 埋め てら る。

和 年
（1933）

・５月 21 日、 野 名 生 る。

和９年
（1934）

・石橋 子、 を る。

和 10 年
（1935）

・ 記 る。

和 12 年
（1937）

・ の 、 主 を し内部を 古 に る計 あり。

和 13 年
（1938）

・ 丸跡を久留米 の ン に整備。
・９月、久留米古城 る。

和 14 年
（1939）

・ 月、 城 生 る。

和 17 年
（1942）

・５月、久留米城の を 元し、郷 記 と る 委員会の発会 開 る。

和 20 年
（1945）

・収 人数 2 250 人の横 掘 る。

和 27 年
（1952）

・東郷元 書 内に る。

和 30 年
（1955）

・ の 、東 里 山 の を作 る。

和 34 年
（1959）

・10 月 日、 記 と 務所を 。 を
し、石 を 木 から 内 に 。 内
に 石 の を、大 口から本丸跡 西部に

ン ー の を る。
の石 を積 したか。

・ 月、 大 考古 の 調査を行 。

和 35 年
（1960）

・３月 31 日、 記 と 務所、東郷記 および
な の 事 る。

・４月 24 日、上記施 の 成 開 る。
和 38 年

（1963）
・３月、福 大 久留米分 石 の 調査を行 。

和 40 年
（1965）

・５月、 る。

和 43 年
（1968）

・ 月 21 日、青木 記 の を開 。
・11 月３日、久留米 会 成 る。

和 46 年
（1971）

・ の 元 計 る。

和 51 年
（1976）

・ る。

和 52 年
（1977）

・高 の 計 上 る 、市民の で白 となる。

和 56 年
（1981）

・久留米城郷 の 計 る。

和 58 年
（1983）

・久留米 会 野町に る。
・月 の石 東 に 原 る。

・３月 19 日、久留米城跡として 史跡に る。

令和３年
（2021）

・ 、本丸 面の 整備 る。
・久留米城本丸跡第１次調査
・ 久留米 城 400 年

令和４年
（2022）

・10 月 31 日、 山 本 ・ ・中 ・ 国 文化財に 録 る。
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こうして、石垣と大井戸、礎石や庭園の一部は残ったが、本丸の建物は明治８年（1875）までに

全て解体され（注１）、明治７年（1824）には博覧会が開催された。10 月 23 日から 30 日まで、本丸

と三ノ丸で博覧会を開催する願出が田中龍之助などから三潴県に提出された。10 月 23 日、三潴県

権令代理の水原久雄参事の名で「歌舞伎・歓物之類及茶店等」を三ノ丸で開くよう布達が出されて

いる（注２）。博覧会の内容は出品目録が残る（注３）のみだが、博覧会を見学する小学校の教員と児

童の名前を見学の前日までに提出するよう、10 月 29 日付で布達が出されている（注４）。

明治 10 年（1877）７月、有馬豊氏を祭神とする御霊社こと篠山神社が創建された（注５）。緒方

安平が本丸跡を買い取った時と同額を寄付した（注６）ことで、明治 12 年（1879）11 月 16 日に現

存する本殿や拝殿、中門、透塀が落成し（注７）、旧 10 月３・４日に行われた遷宮祭は、打上花火

などで賑わったという（注８）。明治 21 年（1888）に刊行された名所画集（注９）には篠山神社の境

内図があり、遠景などが誇張されているが、木々が育ちつつある様子が銅版画で描かれている。

以上のように、木々が生い茂る中に篠山神社が鎮座する今日の久留米城本丸跡の景観は、篠山神

社の創建から約 10 年で形成された可能性が高い。明治 35 年（1902）の久留米市地図（第 90 図５）

でも、二ノ丸跡と三ノ丸跡、外郭が工場の造成や市街地化などで城郭としての姿を失っている一方

で、本丸跡は「篠山神社」の文字とともに木々が描かれている。篠山神社創建により開発に歯止め

がかけられ、石垣を含む縄張りがほぼ残ったことが窺える。なお、明治 22 年（1889）以降、篠山

神社境内には複数の石碑が建立されている。詳細は第８表を参照願いたい（注 10）が、大規模な開

発が行われず、石碑が後世まで残る場所と認識されていた事が示唆される。

　明治 43 年（1910）には高良大社の頓宮が築かれた（注 11）時点で、廃藩から篠山神社創建まで頻

繁に行われた開発はいったん低調となる。第一次世界大戦中の大正４年（1915）３月 17 日（注 12）

と 10 月（注 13）、久留米俘虜収容所に収容されていたドイツ兵捕虜たちが篠山神社に遠足している。

この時に捕虜が撮影した写真や、ドイツの家族宛てに送った絵葉書に写った篠山神社は、いずれも

【注】

（１）Ｐ .81 注８文献『諸國見聞』

（２）三潴県参事「旧久留米等ニ於テ博覧会開場ノ事」　『資料編　近代』久留米市史第 10 巻

（３）久留米市史編さん委員会・編『久留米市史』第６巻　平成２年

（４）學校懸「博覧会縦覧ニ付小学教員生徒出場人名等差出ノ事」　『資料編　近代』久留米市史第 10 巻

（５）Ｐ .81 注４文献『續久留米市誌』・Ｐ .81 注８文献『諸國見聞』

　　　なお、篠山神社社務所も創建年を明治 10 年としているが、『久留米小史』巻ノ二は、創建を明治 11 年（1878）としている。

（６）Ｐ .81 注６文献「石橋マツ子傳」

（７）大日本神祇會福岡縣支部『福岡縣神社誌』中巻　昭和 20 年

（８）Ｐ .81 注４文献『續久留米市誌』下巻

（９）清水吉康『福岡県名所図録図絵』　大阪大成館　明治 21 年（昭和 60 年再版、大蔵出版会）

（10）石碑については、篠山神社のホームページのほか、下記の文献を参考にした。

　　 　久留米碑誌刊行会『久留米碑誌』　昭和 48 年

　　　 久留米市文化財保護課『久留米城本丸石碑めぐり』改訂版　平成 28 年

（11）山田義臣『福岡縣久留米市鎮座　縣社篠山神社案内記』　篠山神社社務所　明治 44 年

（12）「久留米俘虜収容所略年表」　久留米市教育委員会『ドイツ軍兵士と久留米　―久留米俘虜収容所Ⅱ―』

　　 久留米市文化財調査報告書第 195 集　平成 15 年

（13）エーリッヒ・フィッシャー、生熊文 訳「フィッシャー回想録」　久留米市教育委員会『ドイツ兵捕虜と収容生活　

 　　―久留米俘虜収容所Ⅳ―』久留米市文化財調査報告書第 251 集　平成 19 年
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木 し、 は である（第 115 ）（ １）。 らに、 現代史 書

所蔵 の 真には、現 しない で２ ての 務所 っている（ ２）。

　 和に ると、 のとおり 和４年（1929）に 山 の屋 から に代わった

か、 和９年（1934）には 、 らに 数の石 た。しかし、 山

内の大 な は 、『久留米市 』上 （116 ）（ ３）や 和 前期の 市民大会 （第

117 ）（ ４）の 真には、本丸跡に 木

したままの 子 る。 っと 、 の間本

丸跡の大 な開発 ったわ ではない。

大 12 年（1923）５月、 塚 の （現・久

留米 会 所前 ）に ら ていた石

橋 大 口に た。 和６年（1931）には、

丸を 平して の埋め て 行わ 、 和

13 年（1938）に 丸の跡 に

（久留米 、現・久留米大 部）の

ン 成 るな 、 の開発は と進 でいった。 和 12 年（1937）に久留米

会 所 発行した 光案内（ ５）には、久留米城の 主 を し内部を 古 に る

第 11 　 の 山 　 第 116 　 の 山

第 11 　 前の久留米城本丸跡

（１）生熊文 ・ 書 集 　『 と収 生 　 久留米 収 所 』

　　 久留米市文化財調査報告書第 251 集　平成 19 年

（２）久留米市教育委員会『 と ー  久留米 収 所Ⅲ 』久留米市文化財調査報告書第 213 集 平成 17 年

（３）久留米市 所『久留米市 』上 　 和 年

（４） .81 ４文 『 久留米市 』下 による。なお、 真の ンは 市民大会 の で、 体 な 年月日は

　　 である。 文 には、久留米 ン で実施 た行事として下記の記 ある。

　　　 国 人会久留米 部発会 （ 和 11 年３月 21 日）　　 米英 市民大会（ 和 16 年 12 月 10 日）

　　　 満 事 ５ 年記 （ 年９月 18 日）　　　　　　　 第一次 賀国民会（ 和 17 年２月 18 日）

　　　 賀会（ 和 12 年 11 月３日）　　　　　　　　第 14 国 （ 年２月 11 日）

　　　 賀会（ 年 12 月 11 日）　　　　　　　　　　第 15 国 （ 和 18 年２月 11 日）

　　　 大会（ 和 15 年４月 21 日）　　　　　　　　　第 38 記 日記 （ 年３月 10 日）

（５）久留米 会 所『 進 久留米を る　久留米 び筑後 の 光案内』 和 12 年

　　　　た し、 でに ある（ .81 １文 ） 、 した久留米城に 守は い。本丸 東 に

      る３ の 大 と 守の代わり と ている。上記文 の 主 、 を している 高い。
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計 記 ている。 らに 和 17 年（1942）５月には、 元二 年記 事業 びに久留米

光 会 年記 事業として、久留米城の を 元し郷 記 と るための 委員会の

発会 山 で 行 た。しかし らの 元計 は実行 、 和 20 年（1945）、

の 化で本丸跡に収 人数 2 250 人の横 掘 た（ １）。

第二次 大 後、 び本丸跡の大 な まった。 和 27 年（1952）、大 口の前にあ

った東郷元 書 （現・東郷記 ） 内に た（ ２）。 和 34 年（1959）、 年に

る久留米市制施行 70 年の記 事業の一 として、 山 の 整備計 てら た。

当 、久留米市 久留米市 光 会に 100

を して、10 月までに城内の りと

行わ る った（ ３）。しかし、当

ンタ 長 った石橋 二郎 の

事業に 1 750 を じて、 化した 務所

と 庫を取り し、 記 の や東郷

元 書 、 の 、 木 からの

の な を行 とになった。

の間、 月に した 大 考古 による調査 行わ ている（ ４）。 年 10 月 日、

記 と 務所の 実施 た 、10 月１日発行の 報 に掲載 た 事 真

（第 118 ）（ ５）では、大 口の石橋 て め 行わ ている か、 に ー 三

行で る の ている。

和 35 年（1960）４月 24 日、 記 開 記 （ ６）で た ン （ ）には、

山 内の平面 掲載 ている。 務所の 今日と なり、 を る や

な 現 しない施 ある 、 の に今 の調査 の は大 わったと考 ら

る。なお、調査 に る埋 跡の石 は、積 上 本丸跡 の石 と なる

とから、 の に積 た 高い（ ）。

　本丸跡 の の は、 の後 東部を中 に続いた。 和 43 年（1968）には に青

木 記 てら （ ９）、久留米 会 成（ 10）した。 らに、久留米市による

第 11 　 事中の本丸跡 口

（１） .81 ４文 『 久留米市 』下

（２） .81 ４文 『 久留米市 』下

（３） 美し なる 山城 　久留米市 所『市政 るめ』第 78 号　 和 34 年（『市政 るめ』 Ⅰ に 録）

（４） .69 １文 山城跡石 遺

（５） のまま城内 　 山城 整備 事進 　久留米市 所『市政 るめ』第 80 号　 和 34 年（『市政 るめ』

　　 Ⅰ に 録）

（６） 山城  整備成る 　久留米市 所『市政 るめ』第 87 号　 和 35 年（『市政 るめ』 Ⅰ に 録）

　　 石橋 二郎『 の 』　 和 39 年

（ ） ンタ 会 『 記 の 成 に して』　 和 35 年

　　 久留米教育 『 記 と東郷記 』　 和 35 年

（ ）現 で石 を実 た 寺 ならびに 武 の による。

（９） 青木 記  二 一日に 久留米市 所『市政 るめ』第 249 号　 和 43 年（『市政 るめ』 Ⅰ に 録）

（10） 久留米 会 成 山城 久留米市 所『市政 るめ』第 256 号　 和 43 年（『市政 るめ』 Ⅰ に 録）
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櫓の復元計画（昭和 49 年）（注１）や久留米城郷学館の建設計画（昭和 56 年度）（注２）があったが、

いずれも実現しなかった。昭和 52 年（1977）には、高さ約 60 ｍの高圧電線鉄塔建設計画が浮上し、

久留米郷土研究会など市民による反対運動の結果、白紙となった（注３）。昭和 58 年（1983）３月

19 日に本丸跡が久留米城跡として県史跡に指定され、久留米芸能会館が諏訪野町に再移転した（注

４）ほか、月見櫓の石段が東向きに「復原」されるなどの修復事業が行われた（注５）ことで、本丸

内部の開発は再び落ち着くことになった。

そして令和３年、有馬氏入城 400 年にあたり、今回の調査の原因となった多目的広場や、本丸北

面の遊歩道が整備された。一方で、令和４年（2022）10 月には篠山神社の本殿と拝殿、中門、透

塀が登録有形文化財（建造物）になるなど、新たな文化財の保全も図られている。

（５）おわりに

以上、本丸跡の発掘調査の成果と近代以降の変遷について述べた。限られた調査だが、本丸御殿

の築造に伴う整地層を検出した点、有馬豊氏入城以前の古代と 17 世紀初頭の遺物が出土した点、

調査地点付近は近代以降に著しい改変を受けた点、拝殿前で本丸御殿に伴うとみられる列石を発見

した点、以上の４点が成果として挙げられる。

久留米城と久留米藩に関する史料は、篠山神社文庫（篠山神社所蔵）や新有馬文庫（久留米市中

央図書館蔵）などが現存する。さらに、文化財保護課では文献史料に加え、本丸で使用したと伝わ

る文政６年（1823）銘の鬼瓦なども所蔵している。今回は担当者の力不足で、これらの史料の検討

はおろか、参照もしていない。また、福岡城や佐賀城、秋月城、柳川城など、周辺の城郭との遺構

や出土遺物の比較も行うことができなかった。

久留米城本丸跡の調査は、今回の確認調査で口火を切ったに過ぎない。所蔵する史料の調査や現

地での確認調査による遺構の把握、地質学や土木工学などの他分野からのアプローチ、そして他の

城郭との比較など、より能動的・総合的な調査が望まれる。　　　　　　　　　　　    　　　（西）　　　　　　　　　　　　　　

※発掘調査にあたり、下記の皆様には現地で種々のご教示を賜りました。記して御礼申し上げます

（所属は発掘調査当時、五十音順、敬称略）。

岡寺良（九州歴史資料館）、古賀正美（元久留米市文化財保護課課長）、宮武正登（佐賀大学教授）、

吉田洋一（久留米大学教授）

【注】

（１）「見つめよう郷土の文化 篠山城の雄姿再び」　久留米市役所『市政くるめ』第 388 号　昭和 49 年（『市政くるめ』〈縮刷版Ⅰ〉

 　　に再録）

（２）「振興センター建設も予算化 続々と登場します“新五ヵ年計画事業”」　久留米市役所『市政くるめ』第 555 号　昭和 56 年

　　 （『市政くるめ』〈縮刷版Ⅱ〉に再録）

（３）橋富博喜・塚本直次・樋口一成・稲永清泰「文化・体育活動の広がり」　久留米市史編さん委員会・編『久留米市史』

　　 第４巻　久留米市　平成元年

（４）「久留米芸能会館 移転工事が完成」久留米市役所『市政くるめ』第 603 号　昭和 58 年（『市政くるめ』〈縮刷版Ⅱ〉に再録）

（５）久留米市文化財保護課『久留米城跡』歴史散歩 No.12（第二版）　平成 23 年
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．筑後国府跡第 313 次調査

１ 調査

　本調査は、住宅 に 発掘調査である。令和５年４月 13 日、 所 者より久留米市

町 1416 ３にお る 埋蔵文化財 蔵の の 会 た。当 は 知の埋蔵文化財

蔵 である筑後国府跡内にあたり、国府 の中 部を東西に びる 遺 、 上の

に る。また、東 の第 86 次調査では を含 東西 3713

ており、当 に と た。 のため、４月 18 日に確認調査を実施し、 3713 の

長部と る東西 を した。 の は、遺 を保 るための保護 確保 る

計 であった 、遺 の 要 を 上面確認調査を行 を した。 の後の により、国

庫補助事業として る ととなり、４月 27 日に 所 者から 発掘調査の

たのを 、現 調査を実施 る びとなった。調査期間は令和５年５月 10 日から５月 11 日で

ある。

２

筑後国府跡は市内を東西に る筑後川中 の に し、 納山 西 の高 山から

西に 生 る 、 光 上に る。 の の には 東西に

びており を 成し、 下には 数の ら る。一 は、 部から２～

３ 高を じ、筑後川 成した 原 る。 じて、東 は 下の に を発 る井田川

、西 は高 山 に を発した高 川 し筑後川 と いでおり、 らの 、

原、井田川、高 川 国府 の を している。

筑後国府跡 る 光 と の

は、市内で に遺跡 集中 る で

ある。代表 な遺跡として、 文 代前期

の 遺跡である野口遺跡や石 ・石

した西小 遺跡に 、 生 代の

や た国史跡 国寺

群、 確認 た市 上

屋 遺跡、 らに 墳や 墳を調査した

福 寺古墳群、古墳 代 の１ 25

の た市 上東屋 第 11 調査 の と （1 5 000）
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遺跡 ら る。また、 武 年（679）の筑 国 に 因 ると考 ら る 跡を確

認した 遺跡、 代の 遺 を した 木遺跡な ある。

　 後 、 光 西 の田代・古 を中 に大 や 、河川によって ま た

に な遺 群 現 る（前 ）。 の後、筑後国 成 した から 中

にか て、古 に 180 の で た ま る（Ⅰ期政 ）。 にお

いて 令体制 した 期を る 中 に古 から 200 東の に

で 、９ 前 には 石 る 75 、東西 67.5 の政 ま る（

期政 ）。 期政 では、西 や政 前の 集 な 群、 、大 の古 等

ている。 の 期、政 群は 光 一 に り、各 ロ 毎に計 を っ

て ており、 期政 と い谷を 東 200 の 所には、国司 跡 確認 てい

る。 期政 は 10 前 に したと 、東 600 の に る（Ⅲ期政

）。 る 群はⅢ期政 の東に 数確認 ており、国司 と る施 在 る。

らに 11 には 東 400 び し（ 期政 ）、『高 記』に る 今 と考

ら る の政 は、12 後 まで 続していたよ である。『筑後国 代 実録 』には、

大治５年（1130）から 治２年（1241）までの国府 や の した 子 か 、

期には 筑後国府に を いた記事 ある。実 な は として、筑後国府の名 は

15 まで 続したと る。13 以 の国府に る遺 は発 ていない 、今

後の調査で らかになると わ る。

第 120 調査 と の遺跡分 （1 25 000）
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３ 調査

（１）調査

　本調査は、 と る 遺 の

確認と、第 86 次調査で した東西

3713 の西 長部の確認を とした上面

確認調査である。

調査は、令和５年５月 10 日に による

表 から開 した。表 後

作業員を し、遺 および 掘

の掘 を行った。５月 11 日には、 体 真

を行 とと に、遺 ・

を作成した。 日 後には埋め しを行い、

発掘 を 収して、 ての現 作業を した。 （1 10）は で作 し、遺

は ータ ー ンを用い、 の記録は 会 BI 遺

で 集・保 している。遺 の記録 真は、  S 6 で した。

第 121 調査 （ 東から）

第 122 調査 （ から）



．筑後国府跡（第 313 次調査）

－ 90 －

（２） 本 （第 123 ）

　調査 は、 から かって

高を じる 、 高 15

に る。 本 は、

成 （40 ～ 50 ）下 の （10

～ 20 ）および （25 ～

35 ）を て、遺 含 に る。

遺 含 は上 から （10

）、 （ 大 30 ）、

（25 ～ 50 ） 積し、

下 遺 面の 山であ

り、現 表からの は 1.5 、

高は 13.5 を る。

（３） 遺

　 した遺 は、 １ と ５ である。 の平面 は や長 で、10 ～ 40

度を る 、 を 成 る は確認で なかった。また、東西に びる 遺 の 部は、

し なかった。なお、調査 東 の では によ まるに い （第 7 ）

認めら 、 遺 に る の 考 た 面 な りはなかった。

第 12 調査 東 （1 40）

高15.40
A A’

1

2

3

4
5

6

7

SD1

1.表 （ 成 ）

2.

3.

4.

5.

6.

7.に い

v
v v v

SD1Y=-42,205.000

X=34,880.000 X=37,875.000

A

A’

B
B’

第 124 遺 （1 50）
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　 １（第 124 ～ 126 ）

　調査 で した東西 に びる である。長 は 3.4 で、 は東 1.35 、中

1.40 、西 1.17 で、 29 を る。 面 面 は ン で、 面は やかに

上 り、 面に高 は認めら ない。埋 は を し、 ロ の で上下２

分 ら る。埋 中から遺 は していない。

1

2

13
B B’

1

2

0 50㎝

第 12 １ （東から） 第 126 １ （1 20）

　本調査は、調査 の東西 長部で ている 遺 、 の確認と、第 86 次調査

3713 の西 長部の確認を として調査を実施した。 果、 遺 は で なかった 、

東西 １を確認した。 遺 は大 府 面から 下したの 、井田川 に る

木遺跡 西部で西 を 、井田川 の筑後国府跡中 部を東西 に伸びる ー

元 ている。 の 遺 については 10

度で、 年代は ～ と

10 中 の２ 期 あり、11 ～ 12

に した のと考 ら ている。

　今 遺 を し なかったのは、

やや よりに西 伸びているためと わ

る。 遺 の は本調査 より 、現

市 を る のと 、86 次調査

の成果を 認 る となった。 １は、遺

の ・ に の はある のの、

から 3713 の 長部と考 ら 、 の調

査で11 後 の年代 ら ている。（廣木）

304次

313次

190次

133次
112次

148次
55次

51次

86次

遺

第 12 第 313 次調査と の主要遺 （1 1 500）
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　　　　　　　Ⅲ．西郷遺跡第２次調査

１ 調査

　本調査は、住宅 に 発掘調査である。令和５年４月 18 日、 所 者より久留米市田主

丸町中 840 3 にお る 埋蔵文化財 蔵の の 会 た。当 は 知の遺跡

である西郷遺跡内に所在 る とから、４月 27 日に確認調査を実施した。 果、開発 で

は表 を 確認で 山 した であった 、 平を た １ を確認したため、

発掘調査 要である を した。 の後の により、国庫補助事業として る ととな

り、５月 日に 所 者から 発掘調査の たのを 、現 調査を実施 る

びとなった。調査期間は、令和５年５月 16 日から５月 17 日である。

２

　西郷遺跡は、田主丸町の西 に る西郷 を中 に る遺跡である。国 210 号の

を西 る 川は、本遺跡の で国 と し 寺町 で筑後川に 。遺跡 部

は、 納山 からの と 川の河 生成の 果で 高 となっており、調査 は

の東 、 高 14.4 に る。

平成９年度から３か年をか て実施した遺跡等 分 調査の 果、当 は遺跡の分

である 、 川を 東 に 生 代の以真恵筑 遺跡や、 生・古墳 代の 島西遺

跡 所在 る と らかとなっている。また、

本調査 には 生 代中期を中 として、

な遺 の 認めら た。

　 を るよ に、調査 の 西 300

で実施した西郷 遺跡の調査では、 生

代の １ 、中期の ２ の

か、古墳 代の ２ 確認 た。一

、 東 250 で実施した第１次調査では、

古墳 代 の 、中 の 、井 、

た。また、 石 の小 石 、

の 石 な している。西

郷 には の遺 している とから、

現代まで と集 ま て たよ である。 第 12 調査 の と （1 5 000）
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３ 調査

（１）調査

　本調査は、確認調査の に発 した の記録保 を とした調査である。調査は、令和

５年５月 16 日に開 した。 作業員を し、 ン の 後、確認調査 に の

として施していた の を行った。 の後遺 を実施し、 内の 積 や 等を

掘り下 、 体の 真 を行った。 ５月 17 日には、実 作業と 掘 の 真 を行

い、 ン の埋め しと発掘

を 収して、 ての現 作業を

した。遺 実 （1 10）は

で作 し、遺 は

ータ ー ンを用い、 の記

録は 会 BI 遺

で 集・保 している。

遺 の記録 真は、  S 6 で

した。

（２） 遺

　調査 は、 高 14.4 を る 高

上の 東 に る。調査 の

西 200 高 の 部にあ

たり、 高は 15.5 である。 部か

ら調査 に かって を成し、

調査 を に大 平を

2

3
4

1 1．西郷遺跡
2．西郷天神免遺跡
3．以真恵筑陽遺跡
4．唐島西遺跡

第 12 調査 と の遺跡分 （1 25 000） 第 1 0 調査 （西から）

0 2m

X=37,432.000

X=37,430.000

Y=-32,752.000 Y=-32,750.000

SK2

ST1

A

A’

第 1 1 遺 （1 50）



Ⅲ．西郷遺跡（第２次調査）

－ 94 －

ている。一 、東 70 には 川 、調査 から に 高を じる。

　遺 面は を る 山で、 平の により表 は っていない。 元の古

の によ 、 和中期には に 平を ていたよ であり、調査 で していた大 の

を 数 か たとい 。 した遺 は、 １ 、 １ である。

　

　 １（第 132 ～ 134 ）

　 平の により遺 、 の下部 か じて していた。 で た の平

面 は に長い を し、 は 大で長 長 1.53 、 長 0.73 、 18 を る。

面は やかに し、 部は 平である 、中 かに 。 はい 大 で、

で した かに上 に していたため上 と した。 りの は確認で なか

った 、 口 は 口 と わ る。埋 は 平、主 は 6.5 と る。

0 1m

高14.60

高14.60
A A’

SK2

ST1

第 1 2 （ から） 第 1 （ 東から）

第 1 4 １実 ・ ２ 面 （1 20）



Ⅲ．西郷遺跡（第２次調査）

－ 95 －

２（第 131・133 ）

１の西 で した。平面 は である 、 は東西長0.8 以上、 長1.00 以上で、

20 を る。 面は ン を し、 面は やかに 上 る。埋 は を る

で、埋 内からは 生 の 、 １ した。

（３） 遺 （第 135・136 、第９表）

　 遺 は ン ン ー１ 分で、 生 の か、 から の の し

ている。

１は １の上 で、 部下 から 部を 。口 上部は に し、内 に大 り

。口 下部はやや まり、 部に三 １ る。 は 部中 で と 、

上 に 面から ２か所 た ている。調整は内面 している 、口 部および

に 、 面に 後 しを施 。２は １の下 で、 部下 から 部を 。

口 部は上部 平 で、下部 まる。また、内 大 り 一 、 の発 は

である。 部には上 より か ー な三 を１ し、 は ～９ と い。

調整は内 面と に 後に し、口 部および に る。３は ２か

ら した 生 の口 部で、 を る。 面は し は しい 、内面に

る。 は ２ の 生 の 部 で、 面に ており、 部との

にあたる のと る。 は２ を確認で 、調整は内 面と に 施 る。

1

2

4
3

0 50㎝

0 20㎝

ST1

SK2

第 1 遺 実 （1 8：1・2、1 4：3・4）



Ⅲ．西郷遺跡（第２次調査）

－ 96 －

　本調査では、 生 代中期前 の １ と、前期の １ を した。本調査

る 高 上の 西 部で実施した西郷 遺跡の調査において 、 生 代前期の および中

期前 の ている。また、古墳 代の に る 遺 を る長

ンの 確認 、後期の所 と る。西郷遺跡 る の 高 上に

おいては、 生 代を じて人 の 跡 ら る。前期および後期の については し

い 、中期については 高 の 部に、集 高 の中 部に ま ている

ある。 までの調査事 な の をでない 、今後の調査の進 を たい。

（廣木）

第 　西郷遺跡第 2次調査出土遺物観察表

第 1 6 遺 真

遺
遺

種 種
調 調整

備考
録

番号
口 高

面 内面 面 内面
長

1
第 135 ・
136 図

ST1
弥生
土器

甕棺 69.0 ‐ （54.6） 橙 ・ 黒
にぶい橙
・褐灰

ヨコナデ
刷毛目後ナデ消し

ヨコナデ
摩耗

細砂粒
（長石、 石英、 雲母）

胴部最大径 ： （67.8）
胴部中位穿孔 2か所

202305
000001

2
第 135 ・
136 図

ST1
弥生
土器

甕棺 65.6 ‐ （62.1） 橙 ・ 褐灰 ・黒
橙 ・浅黄橙 ・

褐灰
ヨコナデ

刷毛目後ナデ消し
ヨコナデ

刷毛目後ナデ消し
細砂粒

（長石、 石英、 雲母）
胴部最大径 ： （67.4）

202305
000002

3
第 135 ・
136 図

SK2
弥生
土器

甕 ‐ ‐ （3.2）
にぶい橙
・浅黄橙

灰黄褐 ・にぶ
い黄橙 ・橙

摩耗
剥落

ヨコナデ
砂粒

（長石、 石英）
202305
000003

4
第 135 ・
136 図

SK2
弥生
土器

壷 ‐ ‐ （4.3）
にぶい黄橙 ・

褐灰
浅黄橙 ・灰 ナデ ナデ

砂粒
（長石、 石英）

外面沈線 2条
202305
000004



．筑後国府跡（第 314 次調査、概要報告）

１ 調査

　令和５年３月 日に住宅 にお る 埋蔵文化財

蔵の について（ 会） た。当 は

史跡 の にあたり、 つ の調査により

生 代の遺 開 る と 確実であった。 の

ため、５月 31 日に確認調査 要である を し、

６月 13 日から 月 19 日まで発掘調査を実施した。

２

　筑後国府跡は筑後川の中 に し、高 山

から 西に 生した 高 11～15 の 上、

光 上に る。調査 は筑後国成 にと な

い た筑後国府Ⅰ期（古 ）政 の

にあたるとと に、 の調査では 集 と ら

る 生 代後期の集 跡 確認 ている。

３ 調査

　調査の 果、 生 代の掘 、 、

および古代の を した。い 遺 は

であった 、 生 代の遺 は 期を主体とし、

古代の は 8 代と考 ら る。 生 代の遺 は

の調査と して 度 である 、 の り

を確認で た。古代の は東西 に びる ので、

20 、長 25 （第 278 次調査分を含 ）を る。

の はⅠ期政 面 と し、所 期

期の あり る。　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（廣木）

第 1 東 （ から）

第 1 西 （ から）

第 1 調査 の （1 25 000）

．筑後国府跡第 314 次調査

－ 97 －



．東櫛原今寺遺跡（第 10 次調査、概要報告）

－ 98 －

．東櫛原今寺遺跡（第 10 次調査、概要報告）

１ 調査

　令和５年５月 29 日に住宅 にお る 埋蔵文化財

蔵の について（ 会） た。 掘調

査の 果、 1 確認 た。 、

面調査は しかった 、遺跡の や を確認

るため、確認調査 要な を６月 23 日に した。

月 18 日から 月 18 日にか て発掘調査を実施した。

２

　東櫛原今寺遺跡は筑後川中 の 上に

し、 高は 12 を る。 までの調査で、調査

の を中 に、 や 等、 生 代の

遺 の 、古墳 代・中 ・ の遺 ・遺 確認

ている。

３ 調査

　 の大 は により遺 確認で なかった

ため、遺 確認で る を掘 した。 生 代中

期の ３ と 期 の石 １ 、 生

代前期 ～中期 の ３ を確認した。調査

部で した石 や の は

であった 、調査 の 部に集中していた は、

上 を大 っており、 し 平 てい

る と わかった。 は 生 代中期 の

群を埋め した後に作ら ており、調査 は集 か

ら と 化した と る。 まで当遺

跡で確認 ていた集 ・ の の りを確

認 る と で た。　　  　　　　　　　（小川原）

第 141 調査 （ 西上 から）

第 142 遺 掘 （ 上 から）

第 140 調査 の （1 25 000）



．筑後国分寺跡（第 46 次調査、概要報告）

－ 99 －

．筑後国分寺跡（第 46 次調査、概要報告）

１ 調査

　令和５年 11 月 22 日に 所 者から住宅 に

埋蔵文化財 蔵の について（ 会）

た。 は筑後国分寺跡内に る。 用住宅

にあたり保護 の確保は であった 、筑後国

分寺跡に所在し、 要な遺 る あ

るとして、 所 者と を行った 果、確認調査

を行 びとなった。現 での調査は、令和５年 11 月

29 日に実施した。

２

　本調査 は 納山 の西 に る飛岳から 生

した 上に る。筑後国分寺跡の 寺にあたり、

現在は日吉 に る。 100 には国分

寺跡、 ２ には筑後国府跡 所在 る。本調査

の西 からは国分寺の 跡 確認 ており、日吉

内では今で 国分寺に 古 る。

３ 調査

本調査は確認調査のため、 ン 調査に留めた。

含 から ー １ 分 した。本調査

より西に ると ており、 遺

の た。 ン 体に大 の

たため、 ン を たと 、埋 か

ら遺 は しなかった。 の第 16・41・42・44 次

調査等で確認 た大 と な であると考

ら 、 取りの である と る。　（河野）

第 144 遺 （ から）

第 14 調査 の （1 25 000）

第 14 ン 掘 （西から）



　 いわ５ 　 るめしないいせ

　　　 　令和５年度　久留米市内遺跡群

　久留米市文化財調査報告書

　第 450 集

　小川原励（ ）・小澤太郎・廣木誠・西拓巳・長谷川桃子・河野美帆

　久留米市　市民文化部　文化財保護課

　 　
　 830-8520 福 久留米市城 町 15 番 ３  0942-30-9225 A  0942-30-9714
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  Email：bunkazai@city.kurume.lg.jp

年月 　令和６（2024）年３月 31 日

遺跡 　 　 市 遺跡

40203 30743
33
27
41

130
46
85

20220705　　　　

20220729
95 ㎡ 個人住宅高

たか らいせ

倉遺跡

第
い　　じ

２次調査

久
る め し

留米市大
い じま

寺町
よ あ

1117-7

遺跡 遺 遺

高倉遺跡
第２次調査

集 古代

井 ３
３
１
数

、 恵
石 、

　古代 の井 ３ を し
た。

　　

　調査 は高倉遺跡第 1次調査 の東 に る。10 から 12 の遺 を した。調査 の東部では 数
の井 い に集中している。第 1次調査では た 、今 の調査では 生 代の遺 は確認
で なかった。また、第 1次調査で た からは の した 、第２次調査で
た からは の小 した。

令和４年６月 14 日 遺
令和４年 月４日

（４文財第 1319 号）

遺跡 　 　 市 遺跡

40203 31131
33
17
71

130
29
41

20220908
　　　　

20220922
59 ㎡ 個人住宅庄

し やのいせ

屋野遺跡

第
い　　じ

10 次調査

久
る め し

留米市
や た ま

武町
や た

武本
あ

庄
し やの

屋野

2961-1 の一
い

部、

2963-1 の一
い

部

遺跡 遺 遺

庄屋野遺跡
第 10 次調査

集 古代
１
数

、 恵 　古代の集 跡を確認した。

　　

　庄屋野遺跡は、 高 10 の 上に る。今 の調査では、 １ と 数の を確認した。
した は第 次調査で確認した や掘 群と を じ る。

令和４年６月 28 日 遺
令和４年９月 26 日
（４文財第 1788 号）



遺跡 　 　 市 遺跡

40203 31131
33
17
53

130
29
41

20220908
　　　　

20220922
95 ㎡ 個人住宅庄

し やのいせ

屋野遺跡

第
い

11 次
じ

調査

久
る め し

留米市
や た ま

武町
や た

武本
あ

庄
し やの

屋野

2961-1 の一
い

部、

2963-1 の一
い

部

遺跡 遺 遺

庄屋野遺跡
第 11 次調査

集 古代
掘 １

数
、 恵 　古代の集 跡を確認した。

　　

　庄屋野遺跡は、 高 10 の 上に る。今 の調査では、掘 と を確認した。 した
掘 は第 次調査で確認した や掘 群と を じ る。

令和４年６月 28 日 遺
令和４年９月 26 日
（４文財第 1791 号）

遺跡 　 　 市 遺跡

40203 31131
33
17
53

130
29
41

20220908
　　　　

20220922
89 ㎡ 個人住宅庄

し やのいせ

屋野遺跡

第
い

12 次
じ

調査

久
る め し

留米市
や た ま

武町
や た

武本
あ

庄
し やの

屋野

2961-1 の一
い

部

遺跡 遺 遺

庄屋野遺跡
第 12 次調査

集 古代
掘 １

数
、 恵 　古代の集 跡を確認した。

　　

　庄屋野遺跡は、 高 10 の 上に る。今 の調査では、掘 １ と を確認した。
した掘 は第 次調査で確認した や掘 群と を じ る。

令和４年９月９日 遺
令和４年 12 月１日
（４文財第 2421 号）

遺跡 　 　 市 遺跡

40203 31131
33
17
53

130
29
41

20221108
　　　　

20221128
89 ㎡ 個人住宅庄

し やのいせ

屋野遺跡

第
い

13 次
じ

調査

久
る め し

留米市
や た ま

武町
や た

武本
あ

庄
し やの

屋野

2961-1 の一
い

部

遺跡 遺 遺

庄屋野遺跡
第 13 次調査

集 古代
１
３
数

、 恵 　古代の集 跡を確認した。

　　

　庄屋野遺跡は、 高 10 の 上に る。今 の調査では、 中 から後 の を し、古代
の集 の りを確認 る と で た。

令和４年 11 月４日 遺
令和４年 12 月１日
（４文財第 2424 号）



遺跡 　 　 市 遺跡

40203 31131
33
17
53

130
29
40

20221108
　　　　

20221128
９ ㎡ 個人住宅庄

し やのいせ

屋野遺跡

第
い

14 次
じ

調査

久
る め し

留米市
や た ま

武町
や た

武本
あ

庄
し やの

屋野

2961-1
か

 11 
つ

の一
い

部

遺跡 遺 遺

庄屋野遺跡
第 14 次調査

集 古代 数 、 恵 　古代の集 跡を確認した。

　　

　庄屋野遺跡は、 高 10 の 上に る。今 の調査では を し、古代の集 の りを確認
る と で た。

令和４年 11 月 21 日 遺
令和４年 12 月１日
（４文財第 2427 号）

遺跡 　 　 市 遺跡

40203 31131
33
17
53

130
29
39

20230418
　　　　

20230502
85 ㎡ 個人住宅庄

し やのいせ

屋野遺跡

第
い

15 次
じ

調査

久
る め し

留米市
や た ま

武町
や た

武本 2932-36

遺跡 遺 遺

庄屋野遺跡
第 15 次調査

集 古代 ６
、 恵

用 、
　 び から
代の 用 した。

　　

　調査 は 庄屋野 の 西 部に し、 高 10.3 度を る。 の調査 果から、古代の遺
の りを確認 る とを として調査を実施した。 果、8 代の および を し、 遺 には
用 認めら た。西 200 には 8 後 代の 書 主 した第 2次調査 る

とと 、 600 には三潴 田 郷の中 を めると考 ら る野 塚遺跡 所在しており、 る。

令和５年３月 10 日 遺
令和５年５月 日
（５文財第 305 号）

遺跡 　 　 市 遺跡

40203 31131
33
17
54

130
29
40

20230823
　　　　

20230908
84 ㎡ 個人住宅庄

し やのいせ

屋野遺跡

第
い

16 次
じ

調査

久
る め し

留米市
や た ま

武町
や た

武本 2932-11

遺跡 遺 遺

庄屋野遺跡
第 16 次調査

集 古代
１
数

、 恵
用 、石

　 から 代の 用
した。

　　

　調査 は 庄屋野 の 西 部に し、 高 10.3 度を る。 の調査 果から、古代の遺
の りを確認 る とを として調査を実施した。 果、8 前 に ると考 ら る および を

した。 からは 数の遺 し、 用 認めら た。 の分 は調査 内で 認めら る。

令和５年 月４日 遺
令和５年９月 13 日
（５文財第 1474 号）



遺跡 　 　 市 遺跡

40203 －
33
15
55

130
27
27

20231016
　　　　

20231117
72 ㎡ 個人住宅高

たか ま

三潴遺
いせ

跡

第
い

14 次
じ

調査

久
る め し

留米市三
まま

潴町

高
たか ま

三潴
あ

塚
つか

西
にしはた

130-1

遺跡 遺 遺

高三潴遺跡
第 14 次調査

集 生
井 １

数
生 、石

遺 体

　 生 代の井 を し、
文 の

る。

　　

　調査 で井 を した。遺 の内 と の から井 は 生 代中期の のと る。また、 数
の から の や な 遺 体 数 した。調査 は高三潴遺跡群の中で 部の に
し、集 高の い 部にまで っている と した。

令和５年９月 日 遺
令和５年 11 月 22 日
（５文財第 6912 号）

遺跡 　 　 市 遺跡

40203 30005
33
19
41

130
30
27

20210709
　　　　

20210823
152 ㎡久

る め じ

留米城本
まる

丸跡
あと

第
い

１次
じ

調査

久
る め し

留米市
やまま

山町

444 番

遺跡 遺 遺

久留米城本丸跡

第１次調査
城 跡

代
整
埋 ４

生 、
恵 、 、 　 ・ 代の整 を

した。

　　

　久留米城本丸跡は、筑後川 に 成 た 島 の の 西 に る。第１次調査 は 部に
い 高 22 に し、16 に か た久留米城の本丸にあたり、元和 年（1621）に 城した により、

久留米 の本丸 てら た 所である。確認調査のため、現 表から 0.1 で した な 主体
の整 で遺 を確認した。整 は、調査 で確認した の まで る ある 、大
石 や 、 タ な を含 、 代以 の所 である。また、埋 ４ を した 、 らは 代の

整 に後 る、 しい年代の遺 と ら る。調査 である本丸跡の 部は、 後に し てい
る と らかとなった。

－ 遺
令和３年 月 26 日
（３文財第 1456 号）

遺跡 　 　 市 遺跡

40203 30112
33
18
49

130
32
49

20230510
　　　　

20230511
15 ㎡ 住宅筑後国府跡

あと

第
い

313 次
じ

調査

久
る め し

留米市
あ まま

町

1416-3

遺跡 遺 遺

筑後国府跡

 第 313 次調査
古代

１
５

－

　 西 の の を
るとと に、 の調

査で し
た の 長部を確認した。

　　

　本調査は、国府 の中 を東西に伸びる西 と る 遺 の確認と、第 86 次調査において した
3713 の西 長部の確認を に実施した。 果、 遺 は で なかった 東西 行の １ を確認した。
遺 については の 調査 に 、東西 は遺 の から 3713 の 長部であると

考 ら る。

令和５年４月 13 日 遺 －



遺跡 　 　 市 遺跡

40203 －
33
20
13

130
38
54

20230516
　　　　

20230517
４ ㎡ 住宅西

い

郷遺
いせ

跡

第
い

２次
じ

調査

久
る め し

留米市田
た しまる

主丸町
ま

中
な か お

840-3
か

遺跡 遺 遺

西郷遺跡

第２調査
生

１
１

生
　 生 代中期前 の
および前期の を し
た。

　　

　調査 は田主丸町の西 に る 高 15 前後を る 高 上の 東 に る。本調査は、確認調査の
に発 した の記録保 を に実施した。 果、 生 代中期前 の 1 と前期の 1 を確認した。
一 高 上の 西部で実施した西郷 遺跡の調査成果とあわせて、中期の は 高 上の 部に、集
は中 部に ま ている のと る。

令和５年４月 18 日 遺
令和５年５月 19 日
（５文財第 410 号）

遺跡 　 　 市 遺跡

40203 30112
33
18
58

130
32
17

20230613
　　　　

20230719
89 ㎡ 住宅筑後国府跡

あと

第
い

314 次
じ

調査

久
る め し

留米市
あいかわま

川町

1183-1

遺跡 遺 遺

筑後国府跡

 第 314 次調査
古代

掘 １
１
１
１

生 、
恵 、石

　 生 代の 跡やⅠ期政
面 と る

の を した。

　　

　調査 は、筑後国成 にと ない た筑後国府Ⅰ期（古 ）政 の に る。また、 生 代
期の 29 な た第 74・278 次調査 の東 に る。調査の 果、 生 代の掘 、

、 および古代の を した。 生 代の遺 は の調査と して 度 である 、 の り
を確認で た。古代の は東西 に びる ので、Ⅰ期政 面 と し、所 期 期の あ
り る。

令和５年５月 29 日 遺
令和５年 月 21 日
（５文財第 1009 号）

遺跡 　 　 市 遺跡

40203 30074
33
32
14

130
52
06

20230718
　　　　

20230818
73 ㎡ 住宅東

し しはら

櫛原今
いまでら

寺遺
いせ

跡

第
い

10 次
じ

調査

久
る め し

留米市東
し しはら

櫛原町
ま

1268-2

遺跡 遺 遺

東櫛原今寺遺跡

第 10 次調査
集 生 石

３
１
３

生 、石
　 埋 後に や石

成 る。

　　

　 生 代中期の ３ と 期 の石 １ 確認 た。 は上 を っており、当 大
平 ている と らかになった。 は 生 代中期 の 群を埋め した後に作ら ており、集

から の 化 ら る。また、 生 代の集 ・ の の り 確認で た。

令和５年 月６日 遺
令和５年 月 21 日
（５文財第 1258 号）



遺跡 　 　 市 遺跡

40203 30618
33
17
42

130
31
20

20231129
　　　　

20231129
15 ㎡ 個人住宅筑後国

じ

分寺跡
あと

第
い

46 次
じ

調査

久
る め し

留米市国分町
ま

あ やのわ

743-12、743-15

遺跡 遺 遺

筑後国分寺跡

第 46 次調査
寺 古代 １ 　大 の を した。

　　

　調査 の大部分を大 の める。 の大 は の第 16・41・42・44 次調査等で確認 ており、
取りのための である と る。

令和５年 11 月 22 日 遺
令和５年 12 月５日
（５文財第 2210 号）

令和５年度

久留米市内遺跡群

久留米市文化財調査報告書　第 450 集

令和６年（2024）３月 31 日　発行

発行　久留米市教育委員会

集　久留米市市民文化部文化財保護課

　 和 会

　　　久留米市 福本町 2320-15
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